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に

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
五
日
に
改
正
さ
れ
た
高
等

女
学
校
令
に
よ
れ
ば
、
高
等
女
学
校
の
修
業
年
限
は
五
年
ま

た
は
四
年
と
し
、
土
地
の
状
況
に
よ
っ
て
三
年
と
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
入
学
資
格
は
尋
常
小
学
校
か
高
等
小
学
校
の
卒

業
者
で
あ
る
。
高
等
女
学
校
に
は
高
等
科
と
専
巧
科
ま
た
は

補
修
科
を
置
く
こ
と
が
で
き
、
修
業
年
限
は
二
年
か
三
年
で

あ
っ
た
。
修
業
年
限
三
年
の
科
は
四
年
制
の
高
等
女
学
校
、

二
年
の
科
は
五
年
制
か
三
年
制
の
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た）

1
（

。
本
稿
で
述
べ
る
高
等
女
学
校
の
生

徒
と
は
、
一
三
歳
か
ら
一
七
歳
ま
で
を
指
し
、
現
在
の
中
学

高
校
生
に
相
当
す
る
。

　

高
等
女
学
校
に
通
う
生
徒
た
ち
は
、
明
治
三
十
年
代
か
ら

着
物
に
袴
を
着
用
し
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

洋
式
制
服
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
。
洋
式
制
服
の
な
か
で
一

番
人
気
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
全
国
に
普
及
し
た
。
着
物
に
袴
は

衣
服
改
良
運
動
、
セ
ー
ラ
ー
服
は
服
装
改
善
運
動
が
起
点
と

【
論
　
文
】日

中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
制
服

　
　
　
　
　

―
セ
ー
ラ
ー
服
と
文
部
省
標
準
服
―
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な
り
、
実
際
に
着
用
す
る
生
徒
た
ち
に
支
持
さ
れ
た
。
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
に
セ
ー
ラ
ー
服
は
高
等
女
学
校
の

生
徒
を
示
す
服
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

2
（

。

　

こ
の
よ
う
な
女
子
生
徒
の
セ
ー
ラ
ー
服
姿
は
、
昭
和
十
二

年
に
日
中
戦
争
が
起
こ
っ
て
か
ら
も
変
化
は
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
昭
和
十
六
年
に
は
全
国
の
高
等
女
学
校
の
制
服
を

統
一
す
る
た
め
、
文
部
省
が
標
準
服
を
制
定
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
従
来
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
消
滅
し
た
の
か
。
蓮
池
義
治

氏
は
戦
時
中
の
「
女
学
生
の
服
装
の
変
遷
」
に
つ
い
て
も
書

い
て
い
る
が
、
単
に
制
服
が
統
制
さ
れ
た
例
や
文
部
省
標
準

服
の
内
容
を
列
挙
し
た
だ
け
で
あ
り
、
上
記
の
点
に
つ
い
て

は
答
え
て
い
な
い）

3
（

。
戦
時
中
の
高
等
女
学
校
の
制
服
に
つ
い

て
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

日
中
戦
争
下
の
高
等
女
学
校
の
制
服
に
つ
い
て
触
れ
た
研

究
と
し
て
は
、
嵯
峨
景
子
「
昭
和
十
三
年
の
高
等
女
学
校
制

服
調
査
に
み
る
戦
時
下
と
制
服
」
が
あ
る
が
、
東
京
女
子
高

等
師
範
学
校
の
卒
業
生
二
名
が
記
し
た
「
女
学
生
の
制
服
」

を
紹
介
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
嵯
峨
氏
が
「
戦
況

が
悪
化
し
て
い
く
な
か
で
、
各
女
学
校
の
制
服
状
況
の
実
態

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
へ
ち
ま
襟
の
全
国

統
一
型
の
女
子
制
服
は
実
際
に
は
ど
の
程
度
普
及
し
て
い
た

の
か
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
敗
戦
ま
で
の
制
服
状
況
の

さ
ら
な
る
解
明
を
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
す
る
」
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
戦
時
下
の
制
服
の
実
態
解
明
は
な
さ
れ
て
い

な
い）

4
（

。

　

こ
の
課
題
を
解
明
す
る
に
は
東
京
の
限
ら
れ
た
「
女
学
生

の
制
服
」
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
に
統
計
を
取
り
な
が
ら

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
論
で
は
千
葉
県
立
安
房
高
等
学

校
で
所
蔵
す
る
戦
時
期
の
新
出
史
料
な
ど
に
加
え
、
全
国
約

八
〇
〇
校
の
高
等
女
学
校
の
記
念
誌
か
ら
戦
時
中
の
制
服
に

関
す
る
記
録
が
確
認
で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て

い
る
。
戦
時
下
の
高
等
女
学
校
の
制
服
か
ら
は
、
文
部
省
が

求
め
る
方
針
と
、
そ
れ
を
受
け
た
女
子
生
徒
た
ち
の
意
識
と

が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
制
服
を
通
し
て
当
時
の
教
育
、社
会
、

文
化
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
っ
て
高
等
女
学
校

で
は
自
主
的
に
統
制
を
加
え
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
過
程
で
は
有
識
者
の
間
で
セ
ー
ラ
ー
服
を
基
本
と

す
る
新
制
服
の
考
案
な
ど
が
起
こ
り
、
結
果
的
に
文
部
省
標

準
服
が
創
出
さ
れ
た
過
程
を
検
討
す
る
。
次
に
文
部
省
標
準

服
に
袖
を
通
す
高
等
女
学
校
の
生
徒
た
ち
の
服
装
観
と
、
文

部
省
標
準
服
を
全
国
の
生
徒
た
ち
に
供
給
で
き
た
の
か
と
い

う
経
済
事
情
に
つ
い
て
考
え
る
。
そ
し
て
昭
和
二
十
年
八
月

の
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
ま
で
に
高
等
女
学
校
か
ら
セ
ー
ラ
ー

服
姿
は
消
滅
し
た
の
か
、
文
部
省
標
準
服
に
統
一
さ
れ
た
の

か
を
検
討
し
、
最
後
に
戦
時
中
を
体
験
し
た
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
セ
ー
ラ
ー
服
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
。

一　

日
中
戦
争
下
の
衣
料
統
制

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
七
日
に
発
生
し
た
日
中

戦
争
は
、
政
府
や
軍
部
の
見
込
み
と
は
異
な
り
、
十
二
月
に

日中戦争と太平洋戦争における高等女学校の制服

南
京
を
陥
落
さ
せ
て
も
終
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

国
家
総
力
戦
を
遂
行
す
る
た
め
、
翌
十
三
年
四
月
一
日
に
国

家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
国
民
生
活
の
贅
沢
を
禁
止
し
、

無
用
な
消
費
を
減
ら
し
、「
挙
国
一
致
」
で
戦
力
増
強
が
進

め
ら
れ
た
。
宮
中
の
儀
礼
で
文
官
は
大
礼
服
、
軍
人
は
陸
海

軍
の
礼
装
を
着
た
が
、
昭
和
十
三
年
七
月
に
は
大
礼
服
お
よ

び
礼
装
の
制
度
が
停
止
さ
れ
た
。
高
額
な
調
製
費
を
要
す
る

た
め
、
最
高
の
礼
服
も
戦
時
下
に
は
不
向
き
な
贅
沢
品
と
見

な
さ
れ
た
の
で
あ
る）

5
（

。

　

国
家
に
と
っ
て
重
要
な
礼
服
で
さ
え
運
用
が
難
し
く
な
る

の
で
あ
る
か
ら
、
高
等
女
学
校
の
制
服
が
従
来
ど
お
り
で
い

ら
れ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
文
部
省
は
、
昭
和
十
二
年
十
月

に
選
択
的
消
費
節
約
通
牒
、
翌
十
三
年
一
月
に
代
用
品
指
示

通
牒
を
発
し
て
い
た
が
、
同
年
七
月
に
は
「
制
服
、
制
帽
そ

の
他
小
、
中
、
女
学
校
服
に
つ
い
て
は
こ
の
際
出
来
る
だ
け

繕
ひ
を
奨
励
、
新
調
を
避
け
る
こ
と
」、「
皮
革
類
製
品
の
新

調
も
禁
じ
」
る
こ
と
を
決
定
し
た）

6
（

。

　

文
部
省
の
二
度
の
通
牒
を
受
け
て
昭
和
十
三
年
度
か
ら
積

極
的
に
贅
沢
を
禁
じ
、
節
約
に
努
め
る
学
校
が
出
て
き
た
。

徳
島
県
立
板
西
高
等
実
業
女
学
校
は
、
昭
和
十
三
年
四
月
に

ヘ
チ
マ
衿
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
制
服
を
改
正
し
た
が
、
そ

の
理
由
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
般
化
し
て
い
た
た
め
、「
時
節

柄
、
持
ち
合
せ
で
も
間
に
合
う
の
で
よ
い
」
と
い
う
判
断
か

ら
で
あ
っ
た
。
衿
・
袖
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
濃
紺
線
を
つ
け

る
な
ど
他
校
と
の
差
を
つ
け
て
い
る
が
、
濃
紺
の
ネ
ク
タ
イ

は
人
絹
（
人
工
的
な
絹
）、
ス
カ
ー
ト
は
ス
フ
（
ス
テ
ー
プ

ル
フ
ァ
イ
バ
ー
の
略
称
）
を
用
い
る
な
ど
国
策
に
配
慮
し
て

い
る）

7
（

。

　

ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
と
は
、
パ
ル
プ
を
原
料
と
す
る

繊
維
で
あ
り
、
長
繊
維
の
レ
ー
ヨ
ン
に
対
し
、
短
繊
維
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
天
然
素
材
に
比
べ
て
耐
久
性
に
劣
り
、
水

に
弱
い
の
が
欠
点
だ
が
、
輸
入
が
難
し
く
な
っ
た
綿
や
羊
毛

の
代
用
品
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ス
フ
を
除
く
と
、
国
内
で

自
給
で
き
る
素
材
は
、
原
料
が
同
じ
レ
ー
ヨ
ン
と
、
絹
く
ら

い
し
か
な
か
っ
た
。
国
家
総
動
員
体
制
下
で
ス
フ
は
活
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
中
戦
争
の
長
期
化
は
、
制
服
の
生
地
に
ス
フ
混
織
を
避

け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
高
等
女
学
校
で

「
服
育
」
と
も
い
え
る
各
自
で
制
服
を
縫
製
し
た
り
、
上
級

生
が
新
入
生
の
制
服
を
縫
製
す
る
こ
と
も
困
難
に
さ
せ
た
。

愛
知
県
津
島
高
等
女
学
校
に
昭
和
六
年
に
入
学
し
た
生
徒

は
、
四
年
生
が
一
年
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
製
し
た
と
回
想

し
て
い
る
が
、
同
十
二
年
に
入
学
し
た
生
徒
は
セ
ー
ラ
ー
服

を
購
入
し
た
と
い
う）

8
（

。
広
島
県
立
三
次
高
等
女
学
校
で
も
四

年
生
が
一
年
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
製
す
る
こ
と
が
、「
昭

和
十
二
、三
年
頃
ま
で
続
い
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
れ
が
な

く
な
っ
た
理
由
を
生
徒
は
、「
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
」、「
資
材
が
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
述
べ
て
い

る）
9
（

。

　

新
潟
県
立
巻
高
等
女
学
校
で
は
夏
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
一
年

生
た
ち
自
身
が
縫
製
し
、
冬
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
四
年
生
が
卒

業
制
作
し
て
一
年
生
に
渡
す
こ
と
を
「
伝
統
と
し
て
」
行
っ
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南
京
を
陥
落
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終
結
す
る
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と
は
で
き
な
か
っ
た
。

国
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す
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た
め
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翌
十
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四
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一
日
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国

家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
国
民
生
活
の
贅
沢
を
禁
止
し
、

無
用
な
消
費
を
減
ら
し
、「
挙
国
一
致
」
で
戦
力
増
強
が
進

め
ら
れ
た
。
宮
中
の
儀
礼
で
文
官
は
大
礼
服
、
軍
人
は
陸
海

軍
の
礼
装
を
着
た
が
、
昭
和
十
三
年
七
月
に
は
大
礼
服
お
よ

び
礼
装
の
制
度
が
停
止
さ
れ
た
。
高
額
な
調
製
費
を
要
す
る

た
め
、
最
高
の
礼
服
も
戦
時
下
に
は
不
向
き
な
贅
沢
品
と
見

な
さ
れ
た
の
で
あ
る）

5
（

。

　

国
家
に
と
っ
て
重
要
な
礼
服
で
さ
え
運
用
が
難
し
く
な
る

の
で
あ
る
か
ら
、
高
等
女
学
校
の
制
服
が
従
来
ど
お
り
で
い

ら
れ
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
文
部
省
は
、
昭
和
十
二
年
十
月

に
選
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通
牒
、
翌
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に
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七
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制
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制
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他
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、
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、
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、
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6
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。
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が
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と
は
、
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を
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と
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る
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り
、
長
繊
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の
レ
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ヨ
ン
に
対
し
、
短
繊
維
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
天
然
素
材
に
比
べ
て
耐
久
性
に
劣
り
、
水

に
弱
い
の
が
欠
点
だ
が
、
輸
入
が
難
し
く
な
っ
た
綿
や
羊
毛

の
代
用
品
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ス
フ
を
除
く
と
、
国
内
で

自
給
で
き
る
素
材
は
、
原
料
が
同
じ
レ
ー
ヨ
ン
と
、
絹
く
ら

い
し
か
な
か
っ
た
。
国
家
総
動
員
体
制
下
で
ス
フ
は
活
用
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

日
中
戦
争
の
長
期
化
は
、
制
服
の
生
地
に
ス
フ
混
織
を
避

け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
高
等
女
学
校
で

「
服
育
」
と
も
い
え
る
各
自
で
制
服
を
縫
製
し
た
り
、
上
級

生
が
新
入
生
の
制
服
を
縫
製
す
る
こ
と
も
困
難
に
さ
せ
た
。

愛
知
県
津
島
高
等
女
学
校
に
昭
和
六
年
に
入
学
し
た
生
徒

は
、
四
年
生
が
一
年
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
製
し
た
と
回
想

し
て
い
る
が
、
同
十
二
年
に
入
学
し
た
生
徒
は
セ
ー
ラ
ー
服

を
購
入
し
た
と
い
う）

8
（

。
広
島
県
立
三
次
高
等
女
学
校
で
も
四

年
生
が
一
年
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
製
す
る
こ
と
が
、「
昭

和
十
二
、三
年
頃
ま
で
続
い
て
い
た
」
と
い
う
。
そ
れ
が
な

く
な
っ
た
理
由
を
生
徒
は
、「
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
」、「
資
材
が
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
」
と
述
べ
て
い

る）
9
（

。

　

新
潟
県
立
巻
高
等
女
学
校
で
は
夏
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
一
年

生
た
ち
自
身
が
縫
製
し
、
冬
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
四
年
生
が
卒

業
制
作
し
て
一
年
生
に
渡
す
こ
と
を
「
伝
統
と
し
て
」
行
っ

― 322（3） ―



総合文化研究第24巻第 1・2・3 号合併号（2019. 3）

日中戦争と太平洋戦争における高等女学校の制服

て
い
た
。
こ
の
伝
統
も
「
一
五
年
頃
に
は
取
り
や
め
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
」
と
い
う）

₁₀
（

。
制
服
を
縫
製
し
な
く
な
っ
た
理

由
と
し
て
は
、
学
校
側
で
自
由
に
大
量
の
生
地
を
購
入
で
き

な
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

千
葉
県
立
木
更
津
高
等
女
学
校
で
は
昭
和
十
三
年
四
月
か

ら
雨
の
日
を
除
い
て
レ
ー
ン
コ
ー
ト
の
着
用
を
禁
止
し
、
経

済
的
実
情
か
ら
新
調
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
同
年

十
二
月
か
ら
は
ス
カ
ー
ト
の
新
規
購
入
が
困
難
と
な
っ
た
た

め
モ
ン
ペ
を
併
用
し
た
。
昭
和
十
四
年
六
月
に
は
校
内
で
靴

下
を
着
用
し
て
は
な
ら
ず
、
翌
十
五
年
六
月
五
日
に
は
夏
季

中
に
上
履
き
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
示
し
て
い
る）

₁₁
（

。

木
更
津
高
女
で
は
段
階
的
に
統
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の

が
見
て
取
れ
る
。

　

広
島
県
立
松
永
高
等
女
学
校
の
生
徒
も
、
昭
和
十
三
年
度

か
ら
「
ス
カ
ー
ト
の
丈
の
規
制
が
あ
り
、
短
く
す
る
よ
う
に

と
た
え
ず
注
意
さ
れ
髪
型
も
自
由
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
木
綿
も
材
料
難
か
ら
ス
フ
入
り
に
な
り
純
綿
が
だ
ん
だ

ん
少
な
く
な
り
ま
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る）

₁₂
（

。
衣
料
状
況
の

悪
化
が
服
装
検
査
を
厳
し
く
さ
せ
た
。

　

革
靴
や
靴
下
を
非
常
時
に
相
応
し
く
な
い
贅
沢
品
と
敵

視
す
る
学
校
も
あ
っ
た
。
福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
女
学
校

で
は
、「
脚
線
が
綺
麗
に
見
え
る
ガ
ス
の
靴
下
（
当
時
七
〇

銭
）」
を
穿
く
生
徒
も
い
た
が
、
昭
和
十
三
年
の
夏
か
ら
長

靴
下
を
禁
止
し
、
靴
に
代
え
て
下
駄
の
使
用
を
許
可
し
て
い

る
。「
作
法
の
時
間
」
だ
け
一
五
銭
の
黒
靴
下
を
穿
い
て
も

よ
か
っ
た）

₁₃
（

。

　

大
阪
府
学
務
課
は
昭
和
十
三
年
八
月
八
日
に
緊
急
視
学
会

議
を
開
催
し
、
七
時
間
に
お
よ
ぶ
議
論
の
結
果
、「
小
学
校
、

男
子
中
等
学
校
、
女
子
中
等
学
校
と
も
往
復
の
通
学
は
下
駄

ば
き
ま
た
は
草
履
ば
き
を
原
則
と
し
、
現
在
所
有
の
靴
は
例

外
的
に
（
校
長
の
許
可
を
得
て
）
許
可
す
る
」、「
女
子
中
等

学
校
の
ス
ト
ツ
キ
ン
グ
は
廃
止
す
る
」、「
明
年
四
月
の
中
等

学
校
新
入
生
は
一
切
制
服
制
帽
の
新
調
を
許
可
せ
ず
、
服
装

は
自
由
に
小
学
校
在
学
中
使
用
の
も
の
を
も
つ
て
充
当
す

る
」
と
い
っ
た
実
施
原
則
を
決
定
し
た）

₁₄
（

。

　

こ
う
し
た
方
針
は
実
際
に
大
阪
府
の
高
等
女
学
校
で
実
施

さ
れ
た
。
大
阪
府
立
泉
尾
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
三
年

八
月
二
十
二
日
に
大
阪
市
内
の
百
貨
店
や
下
駄
専
門
店
か
ら

一
〇
〇
足
の
試
作
品
を
取
り
寄
せ
て
、
生
徒
か
ら
無
記
名
投

票
で
通
学
に
用
い
る
型
を
選
ば
せ
た
と
こ
ろ
、
江
戸
型
と
い

う
丸
型
で
臙
脂
の
鼻
緒
が
一
位
と
な
っ
た
。
九
月
か
ら
こ
の

下
駄
を
「
制
下
駄
」
と
し
て
い
る）

₁₅
（

。
昭
和
十
三
年
九
月
に
は

大
阪
府
立
岸
和
田
高
等
女
学
校
で
も
洋
服
や
帽
子
の
新
調
が

禁
止
さ
れ
た）

₁₆
（

。

　

福
島
県
で
も
昭
和
十
三
年
九
月
十
五
日
と
十
六
日
に
開
か

れ
た
高
等
女
学
校
会
議
に
お
い
て
、
生
徒
の
制
服
お
よ
び
学

用
品
の
新
調
を
禁
止
し
、
草
履
や
下
駄
履
き
を
認
め
、
時
計

や
金
属
な
ど
の
使
用
を
許
さ
な
い
方
針
が
決
め
ら
れ
た）

₁₇
（

。

　

京
都
成
安
女
学
院
で
は
、
昭
和
十
三
年
六
月
の
職
員
会
議

で
通
学
用
の
靴
を
「
ズ
ッ
ク
靴
」
と
し
、
現
在
使
用
中
の
革

靴
は
雨
天
通
学
と
外
出
用
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
ま
た
白

靴
下
は
夏
に
短
靴
の
下
に
履
く
も
の
の
、
校
内
で
は
使
用
し
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な
い
な
ど
、
使
用
頻
度
を
減
ら
し
て
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
に

努
め
た
。
昭
和
十
四
年
九
月
に
京
都
府
知
事
が
文
部
省
普
通

学
務
局
長
宛
て
に
送
付
し
た
報
告
案
で
は
、「
生
徒
制
服
ノ

統
制
ニ
ヨ
リ
国
策
ニ
順
応
シ
、
価
格
ノ
低
廉
ヲ
来
シ
、
集
団

訓
練
上
種
々
ノ
便
宜
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
相
互
融
通
ノ
便

ア
リ
、
統
制
ニ
対
シ
テ
ハ
異
論
ナ
シ
」
と
あ
る）

₁₈
（

。

　

日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
物
資
不
足
に
理
解
を
示
し
、

京
都
府
で
は
中
等
学
校
の
生
徒
制
服
を
廉
価
な
も
の
に
統
一

す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
方
針
に
京
都
府
の
高
等
女
学
校

で
は
、
昭
和
十
三
年
か
ら
生
地
を
共
同
購
入
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
十
五
年
に
京
都
成
安
女
学
院
が
購
入
し
た
生
地

は
、
冬
服
用
ス
フ
五
〇
％
の
紺
サ
ー
ジ
で
一
着
の
仕
立
て
が

平
均
十
二
円
、
夏
服
は
ブ
ラ
ウ
ス
で
一
着
平
均
二
円
三
十
銭

で
あ
っ
た）

₁₉
（

。

　

長
野
県
篠
ノ
井
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
三
年
七
月
か

ら
「
下
駄
ば
き
登
校
の
許
可
」
を
実
施
し
た
。
昭
和
十
二
年

四
月
に
入
学
し
た
生
徒
は
、「
入
学
し
た
時
は
革
靴
を
履
い

て
い
た
け
れ
ど
、
ま
も
な
く
赤
い
鼻
緒
の
下
駄
を
履
く
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
。
あ
る
生
徒
は
「
家
路
を
い
そ
ぐ
始
め

て
の
下
駄
ば
き
に
は
足
は
は
か
ど
ら
ず
、
は
な
緒
の
あ
た
る

所
が
焼
け
火
箸
を
あ
て
ら
れ
た
様
に
と
て
も
痛
い
」
と
述
べ

て
い
る）

₂₀
（

。

　

こ
れ
よ
り
八
年
前
の
昭
和
五
年
四
月
に
千
葉
県
立
大
多
喜

高
等
女
学
校
の
三
年
生
を
迎
え
た
生
徒
は
、
こ
の
年
に
ジ
ャ

ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
が
制
定
さ
れ
て
下
駄
か
ら
靴
へ
と
変
わ
っ

た
が
、「
下
駄
か
ら
慣
れ
な
い
靴
履
に
か
わ
っ
た
時
は
小
々

足
が
痛
か
っ
た
で
す
が
が
ま
ん
致
し
ま
し
た
」
と
い
う）

₂₁
（

。

　

大
正
時
代
ま
で
着
物
に
袴
を
着
て
い
た
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
日
和
下
駄
で
の
通
学
は
当
然
で
あ
っ
た
が
、
入
学
時
か
ら

洋
式
制
服
と
革
靴
を
用
い
て
い
た
生
徒
に
は
苦
痛
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
身
体
感
覚
は
昭
和
を
迎
え
て
十
年
の
間
に
大
き
く

変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

国
策
に
配
慮
し
た
点
で
特
筆
す
べ
き
は
、
富
山
県
の
高
等

女
学
校
長
会
議
で
昭
和
十
三
年
三
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
着
用

禁
止
を
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
セ
ー
ラ
ー
型

は
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ッ
ペ
が
水
兵
生
活
に
あ
こ
が

れ
て
真
似
た
も
の
で
、
優
美
、
衛
生
、
経
済
、
便
利
の
点
か

ら
い
つ
て
新
時
代
の
女
学
生
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
判

断
し
た
こ
と
に
よ
る）

₂₂
（

。

　

富
山
県
下
の
女
学
校
で
用
い
る
非
常
時
に
応
じ
た
制
服

は
、
冬
服
は
白
衿
ダ
ブ
ル
の
ブ
レ
ザ
ー
、
夏
服
は
白
の
結
衿

で
青
い
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス

カ
ー
ト
を
穿
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
黒
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と

黒
皮
靴
も
決
め
ら
れ
た）

₂₃
（

。
だ
が
、
富
山
県
の
各
高
等
女
学
校

の
記
念
誌
を
見
て
も
、
こ
の
と
き
決
め
た
ダ
ブ
ル
の
ブ
レ

ザ
ー
に
制
服
を
改
正
し
た
と
い
う
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。

文
部
省
の
政
策
を
先
取
り
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、
実
行
に

は
移
せ
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

同
じ
よ
う
な
事
例
が
長
崎
県
私
立
瓊
浦
高
等
女
学
校
で
あ

る
。
長
崎
県
下
で
は
男
子
中
等
学
校
生
徒
の
制
服
に
ス
フ
混

織
と
国
防
色
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
女

子
中
等
学
校
で
は
「
尚
考
慮
の
余
地
あ
り
と
し
て
考
究
中
で
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あ
っ
た
」。
そ
こ
で
瓊
浦
高
女
で
は
、
昭
和
十
三
年
四
月
か

ら
従
来
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
「
多
少
改
変
さ
れ
時
局

型
」
と
し
、
生
地
を
「
国
防
色
」
の
ス
フ
混
織
に
す
る
こ
と

を
決
定
し
た）

₂₄
（

。
実
際
に
「
瓊
浦
高
女
が
国
防
色
に
彩
る
、ス
・

フ
混
織
を
制
服
に
」
す
る
の
は
昭
和
十
五
年
か
ら
で
あ
り
、

瓊
浦
高
女
は
そ
の
制
服
を
「
動
員
服
」
と
呼
ん
で
い
る
（
図

１
）。
カ
ー
キ
色
の
「
動
員
服
」
は
白
衿
袷
の
長
袖
に
肩
か

ら
吊
る
つ
な
ぎ
式
の
モ
ン
ペ
で
あ
っ
た）

₂₅
（

。

　

し
か
し
、「
動
員
服
」
は
人
気
が
な
く
、
長
崎
県
下
の
高

等
女
学
校
で
す
ら
普
及
し
な
か
っ
た
。
つ
な
ぎ
式
の
モ
ン
ペ

は
、
宮
崎
県
立
宮
崎
高
等
女
学
校
で
も
昭
和
十
四
年
に
作
業

着
と
し
て
使
わ
れ
は
じ
め
た
。
翌
十
五
年
に
校
長
が
通
学
時

や
授
業
中
に
も
着
用
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
父
兄
か
ら

は
反
対
の
声
が
挙
が
っ
た
。
の
ち
に
同
校
で
は
通
学
時
に
も

モ
ン
ペ
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
太
平
洋
戦
争

に
突
入
し
て
以
降
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い）

₂₆
（

。

　

こ
の
点
か
ら
す
る
と
、昭
和
十
三
年
三
月
二
十
日
付
の『
婦

女
新
聞
』
で
「
女
学
生
の
制
服
も
国
防
色
に
」
と
題
し
、「
山

口
、
愛
知
、
広
島
各
県
に
於
て
は
既
に
女
子
中
等
学
校
に
も

国
防
色
の
制
服
を
採
用
、
好
成
績
な
る
に
鑑
み
、
先
づ
男
子

中
等
校
に
続
い
て
女
子
中
等
校
生
徒
に
も
採
用
す
る
事
に
な

つ
た
」
と
紹
介
す
る
記
事
に
も
疑
問
を
感
じ
る）

₂₇
（

。

　

こ
の
記
事
を
引
用
し
た
蓮
池
義
治
氏
は
、
内
容
に
疑
い
を

持
っ
て
い
な
い）

₂₈
（

。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
際
に
県
下
で
取
り
入

れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
裏
づ
け
調
査
は
行
っ
て
お
ら
ず
、『
婦

女
新
聞
』
の
記
事
だ
け
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
る
。
筆
者

は
、
山
口
、
愛
知
、
広
島
の
各
県
の
高
等
女
学
校
の
制
服
変

遷
を
調
査
し
た
が
、
ど
の
記
念
誌
に
も
国
防
色
の
制
服
を
採

用
し
た
と
い
う
記
述
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
し
い
制
服
を
着

て
い
る
写
真
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
『
婦
女
新
聞
』
の
記
述
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
す
で
に
詰

襟
に
国
防
色
を
取
り
入
れ
る
中
学
校
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ

を
高
等
女
学
校
の
制
服
に
も
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る
こ

と
を
主
張
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
主
張

に
と
ど
ま
り
、
高
女
で
国
防
色
の
制
服
は
実
現
し
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

富
山
県
の
事
例
と
と
も
に
、
多
く
の
学
校
や
生
徒
が
望
ん

だ
制
服
が
ダ
ブ
ル
の
背
広
で
も
国
防
色
の
「
動
員
服
」
で
も

な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
富
山
県
の
高
等
女
学
校

長
会
議
と
瓊
浦
高
女
の
試
み
は
、
次
章
で
述
べ
る
文
部
省
標

図１　瓊浦高等女学校の動員服
（『瓊浦学園 70年史』）
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準
服
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
有
識
者
の
間
か
ら
出
た
制
服
新

案
と
同
じ
動
き
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二　

ヘ
チ
マ
衿
標
準
服
の
制
定
と
評
価

　

国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
は
、
厚
生
省
を
中
心
と
し
た

「
服
装
に
関
す
る
委
員
会
」
を
編
成
し
、
昭
和
十
三
年
十
一

月
十
五
日
に
第
一
回
、
十
九
日
に
第
二
回
、
十
二
月
十
日
に

第
三
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委
員
会
は
、
委
員
長
を
厚

生
次
官
広
瀬
久
忠
、
担
当
理
事
を
小
原
直
な
ど
五
名
、
委
員

を
文
部
省
普
通
学
務
局
長
藤
野
恵
、
大
日
本
連
合
女
子
青
年

団
理
事
長
吉
岡
彌
生
、
東
京
府
立
第
一
高
等
女
学
校
長
桜
井

賢
三
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
兼
文
部
省
督
学
官
成

田
順
、
大
妻
高
等
女
学
校
長
大
妻
コ
タ
カ
、
日
本
婦
人
団
体

連
盟
市
川
房
江
な
ど
五
五
名
、幹
事
を
宮
内
技
師
中
田
虎
一
、

陸
軍
技
師
小
川
安
朗
な
ど
二
四
名
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た）

₂₉
（

。

　

桜
井
賢
三
は
、
昭
和
十
三
年
十
二
月
十
日
の
第
三
回
委
員

会
で
都
会
と
地
方
、
気
候
風
土
の
違
い
な
ど
か
ら
制
服
の
統

一
は
困
難
だ
と
発
言
し
て
い
る）

₃₀
（

。
こ
の
意
見
は
前
校
長
で

あ
っ
た
市
川
源
三
が
、
文
部
省
に
動
き
が
見
ら
れ
な
い
こ
と

に
加
え
、
全
国
の
制
服
を
統
一
す
る
に
は
膨
大
な
費
用
が
か

か
る
た
め
、
現
状
の
ま
ま
の
ほ
う
が
よ
い
と
主
張
し
、
服
装

改
良
は
女
子
生
徒
た
ち
に
考
え
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
く
、
国
策

に
よ
っ
て
統
一
す
る
の
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
を
継
承
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る）

₃₁
（

。

　

こ
の
意
見
と
は
対
照
的
に
大
妻
コ
タ
カ
は
経
済
的
な
理
由

と
虚
栄
心
を
取
り
除
く
点
か
ら
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
を
構

想
し
て
い
た
。
大
妻
は
第
一
回
か
ら
三
回
の
委
員
会
で
意
見

を
述
べ
た
と
い
う
が）

₃₂
（

、
当
日
の
意
見
を
集
約
し
た
記
事
で
は

確
認
で
き
な
い
た
め
、
高
等
女
学
校
の
制
服
問
題
に
つ
い
て

は
発
言
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る）

₃₃
（

。

　

大
妻
が
問
題
に
し
た
の
は
、
各
校
で
デ
ザ
イ
ン
が
違
う
た

め
、
三
人
の
娘
が
い
る
と
、
夏
服
・
冬
服
・
外
套
を
新
調
す

る
と
一
五
〇
円
も
か
か
る
と
い
う
調
製
費
と
、
生
徒
た
ち
が

「
大
妻
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
肩
布
が
三
角
な
の
で
ど
う
も
形
が

わ
る
い
」
な
ど
と
他
校
と
比
較
し
た
り
す
る
点
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
点
が
制
服
の
統
一
に
よ
っ
て
な
く
な
る
と
い
う
。

地
質
は
絹
、
混
織
、
ス
フ
の
三
種
と
し
、
襞
の
数
を
減
ら
す

こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
し
て
「
現
在
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
基
調

と
し
た
も
の
な
ど
が
適
当
で
せ
う
が
、
漠
然
と
き
め
ず
に
、

女
学
生
の
希
望
、
意
見
を
広
く
き
く
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要

で
す
。
現
在
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
衛
生
と
優
美
の
二
つ
の
点
で

は
、
殆
ど
難
の
う
ち
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い

る）
₃₄
（

。

　

セ
ー
ラ
ー
服
は
全
国
的
に
普
及
し
、
高
等
女
学
校
の
生
徒

た
ち
か
ら
も
人
気
が
高
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
セ
ー
ラ
ー

服
を
基
本
に
考
え
る
有
識
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。「
服
装

に
関
す
る
委
員
会
」
の
委
員
で
は
な
い
が
、
文
化
学
院
教
員

河
崎
な
つ
は
「
材
料
は
宜
し
く
国
家
の
資
源
と
相
談
し
て
統

一
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
つ
つ
、
全
国
的
に
セ
ー
ラ
ー
服

を
用
い
て
い
る
た
め
、
制
服
の
統
一
は
難
し
く
な
い
と
考
え

て
い
た）

₃₅
（

。
昭
和
十
三
年
十
一
月
に
「
専
門
諸
家
の
批
評
を
仰

ぐ
会
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
鐘
紡
報
国
服
」
も
セ
ー
ラ
ー
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服
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た）

₃₆
（

。

　
「
服
装
に
関
す
る
委
員
会
」
で
高
等
女
学
校
の
制
服
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
男
性
の
服
装
に
比
べ
て
女

性
の
服
装
の
ほ
う
が
難
問
題
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
昭
和

十
三
年
十
二
月
二
十
日
に
開
か
れ
た
第
一
回
特
別
委
員
会
で

は
、
文
部
省
標
準
服
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
「
婦
人
の
場
合
も

右
前
襟
位
の
条
件
と
し
て
は
如
何
」
と
い
う
意
見
が
注
目
で

き
る
。
二
十
二
日
の
第
二
回
特
別
委
員
会
で
は
「
高
等
女
学

校
で
も
ミ
シ
ン
使
用
を
奨
励
教
授
し
、
家
庭
に
於
て
仕
立
て

る
を
要
す
る
」
と
も
い
う
が
、
昭
和
十
四
年
一
月
十
九
日
の

第
三
回
特
別
委
員
会
で
も
男
性
の
国
民
服
に
関
す
る
議
論
が

中
心
に
な
っ
て
い
る）

₃₇
（

。

　

具
体
的
な
良
案
が
出
ず
に
議
論
が
平
行
線
を
た
ど
る
一

方
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
講
堂
で
は
、
昭
和
十
三
年

十
一
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
全
国
高
等
女
学
校
長
協
会

の
総
会
が
開
か
れ
た
。
服
装
に
つ
い
て
は
、
新
調
の
見
合
わ

せ
、
ス
フ
製
、
ス
フ
混
毛
の
三
案
が
出
た
が
、
議
論
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
講
堂
の
後
ろ
で
は
、
某
洋
服
店
が
制
服
を
着

せ
た
十
体
の
人
形
を
二
組
に
分
け
て
陳
列
し
、一
組
に
は「
全

部
本
絹
」、
一
組
に
は
「
全
部
ス
・
フ
」
と
い
う
札
を
つ
け

て
い
た）

₃₈
（

。

　

学
校
長
の
間
で
も
制
服
の
統
一
に
関
す
る
問
題
意
識
が
共

有
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
服
の
玄
人
で
は
な
い
た

め
、自
分
た
ち
で
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
全
国
高
等
女
学
校
長
会
議
の
研
究
部
が
「
国
策
に
沿

う
女
学
生
服
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
十
四
年
四
月
に

は
一
一
四
点
の
応
募
作
品
か
ら
一
四
点
が
当
選
し
た
。
当
選

作
の
う
ち
七
点
が
日
本
橋
三
越
で
展
示
さ
れ
た
。
一
等
に
東

京
女
子
高
等
師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
が
考
案
し
た
セ
ー

ラ
ー
服
、
二
等
に
実
践
高
等
女
学
校
が
考
案
し
た
ジ
ャ
ン

パ
ー
ス
カ
ー
ト
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、
総
じ
て
ジ
ャ
ン
パ
ー

ス
カ
ー
ト
の
当
選
が
多
か
っ
た）

₃₉
（

。
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
が

注
目
さ
れ
た
の
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
よ
り
も
材
料
費
が
安
い
点

で
あ
っ
た
。

　

東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
堀
口
き
み
こ
、
近
藤
耕

蔵
、
日
本
女
子
大
学
の
上
田
り
う
子
、
山
下
栄
三
ら
で
組
織

す
る
「
衣
類
整
理
研
究
会
」
は
、
昭
和
十
五
年
七
月
一
日
に

「
女
学
生
の
新
制
服
」
を
発
表
し
た
。
日
本
式
の
合
せ
衿
の

ブ
ラ
ウ
ス
に
ズ
ボ
ン
式
の
吊
り
ス
カ
ー
ト
で
あ
っ
た
。『
朝

日
新
聞
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
案
は
文
部
省
と
厚
生
省
に
建
議

書
と
し
て
提
出
さ
れ
、
ま
た
全
国
高
等
女
学
校
長
会
議
に
も

発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
同
を
得
た
と
い
う）

₄₀
（

。
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス

カ
ー
ト
を
日
本
式
に
改
良
し
た
点
が
好
ま
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　

こ
の
二
ヵ
月
後
の
昭
和
十
五
年
九
月
十
二
日
、
文
部
省
で

「
中
等
学
校
生
徒
制
服
に
関
す
る
協
議
会
」
が
開
か
れ
た
。

男
子
の
中
学
校
で
国
防
色
、
高
等
女
学
校
で
紺
を
制
服
に
用

い
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
「
新
に
専
門
家
を
委

員
と
す
る
研
究
会
」
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
と
し
た）

₄₁
（

。
こ
の

の
ち
に
文
部
省
内
に
中
等
学
校
生
徒
制
服
統
制
協
議
会
が
設

置
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
の
考
案
過
程
は
わ
か
ら
な
い
。
結
果

と
し
て
昭
和
十
六
年
一
月
十
日
に
文
部
省
標
準
服
（
以
下
、
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標
準
服
と
略
称
）
が
発
表
さ
れ
た）

₄₂
（

。

　

標
準
服
は
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
八
日
に
文
部
省
通
牒

「
学
校
生
徒
ノ
制
服
統
制
ニ
関
ス
ル
件
」
で
制
定
さ
れ
、
四

月
か
ら
施
行
す
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。
冬
服
は
紺
、
夏
服

は
白
、
セ
ー
ラ
ー
衿
を
廃
止
し
て
ヘ
チ
マ
衿
と
し
、
冬
服
は

衿
に
白
衿
を
つ
け
、
上
衣
三
つ
釦
の
釦
合
せ
は
男
性
と
同
じ

右
前
と
し
た
（
図
2
）。
ス
カ
ー
ト
の
襞
は
な
く
し
、
ブ
ル

マ
は
寒
冷
地
な
ど
で
用
い
る
こ
と
と
し
、
紺
の
外
套
は
折
立

襟
の
三
つ
釦
で
あ
っ
た
。
原
則
と
し
て
帽
子
は
被
ら
な
か
っ

た
。
新
調
す
る
場
合
は
標
準
服
と
限
定
す
る
が
、
そ
の
一
方

で
新
入
生
に
も
古
着
の
制
服
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
る
よ

う
に
奨
励
し
て
い
る）

₄₃
（

。
標
準
服
の
冬
服
は
上
下
で
二
〇
円

二
〇
銭
、
夏
服
は
上
下
で
一
六
円
九
〇
銭
で
あ
っ
た）

₄₄
（

。

　

文
部
省
は
従
来
の
有
識
者
た
ち
の
新
案
を
取
ら
ず
、
全
国

の
高
等
女
学
校
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

標
準
服
は
大
阪
府
女
学
生
制
服
研
究
委
員
会
が
提
案
し
て
い

た
制
服
案
と
も
違
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
た
同
会
委

員
長
で
泉
尾
高
等
女
学
校
校
長
米
井
節
次
郎
は
、「
新
制
服

制
定
の
主
旨
が
物
資
節
約
か
ら
来
て
ゐ
る
以
上
こ
ん
ど
き

ま
っ
た
新
制
服
の
採
用
に
協
力
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
上

衣
が
セ
イ
ラ
ー
型
で
な
い
こ
と
、
ス
カ
ー
ト
に
襞
が
な
い
点

は
大
阪
案
と
根
本
的
に
異
な
り
、
新
制
服
で
は
、
女
学
生
ら

し
い
可
愛
さ
が
薄
れ
は
し
な
い
か
と
心
配
し
て
ゐ
ま
す
」と
、

語
っ
て
い
る）

₄₅
（

。
注
目
す
べ
き
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
と
襞
の
あ
る

ス
カ
ー
ト
で
な
い
と
、
女
子
生
徒
と
し
て
の
可
愛
ら
し
さ
が

失
せ
る
と
見
て
い
る
点
で
あ
る
。

図２－２　文部省標準服の絵図
（『文部省例規類纂』昭和 16年）

図２－１　文部省標準服（千葉県立安房高等学校所蔵）
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標
準
服
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
全
国
の
高
等
女
学
校

で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
だ
が
、
文
部
省
は
標
準
服
の
制

定
に
あ
た
り
、
当
時
人
気
の
高
か
っ
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
基
準

に
し
な
か
っ
た
の
か
。
セ
ー
ラ
ー
衿
は
ヘ
チ
マ
衿
に
比
べ
て

使
用
す
る
生
地
が
多
い
。
襞
を
無
く
し
た
点
か
ら
見
て
も
、

生
地
を
削
減
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ

が
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
で
も
よ
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
で
は

な
い
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
と
こ
ろ
に
は
加
え
て
別
の
意
味
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
新
し
い
日
本
服
を
考
案
す
る
と
い
う
観
点
で
あ

る
。
昭
和
十
七
年
二
月
に
決
定
さ
れ
た
女
性
用
の
国
民
服
で

あ
る
婦
人
標
準
服
を
審
査
し
た
成
田
順
は
、
文
部
省
標
準
服

に
つ
い
て
「
我
が
国
古
来
の
服
装
文
化
の
特
徴
を
活
か
し
、

真
に
我
が
国
情
を
基
調
と
し
て
整
理
改
善
合
理
化
し
、
保
健

的
・
活
動
的
・
経
済
的
・
国
防
的
且
つ
外
観
美
的
で
あ
る
や

う
に
と
各
方
面
か
ら
考
へ
、
大
和
民
族
大
発
展
の
気
魄
品
位

等
を
表
徴
し
、
且
つ
こ
れ
が
着
用
に
よ
り
一
致
団
結
国
家
意

識
の
体
認
に
迄
至
ら
し
め
る
様
、
物
心
両
方
面
よ
り
考
究
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る）

₄₆
（

。
こ
う
説
明
す
る
か

ら
に
は
成
田
が
文
部
省
標
準
服
の
審
査
に
関
与
し
た
可
能
性

が
高
い
。同
じ
く
婦
人
標
準
服
を
審
査
し
た
大
妻
コ
タ
カ
は
、

セ
ー
ラ
ー
服
を
支
持
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
五
年
を
迎
え
る

と
「
洋
服
も
是
非
こ
の
際
日
本
化
」
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ

う
に
な
っ
た）

₄₇
（

。
文
部
省
標
準
服
の
白
衿
や
釦
合
せ
を
右
前
に

し
た
点
な
ど
は
、
日
本
の
着
物
を
洋
服
に
取
り
入
れ
て
い
た

と
い
え
る
。

　

こ
の
服
を
生
徒
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
。

標
準
服
に
袖
を
通
す
こ
と
に
な
る
生
徒
た
ち
の
反
応
は
す
ぐ

に
あ
ら
わ
れ
た
。
昭
和
十
六
年
に
東
京
府
立
第
六
高
等
女
学

校
の
一
年
生
と
二
年
生
で
あ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、「
お
裁
縫

の
授
業
で
国
民
服
を
習
っ
て
縫
い
ま
し
た
け
ど
、
イ
ヤ
で
着

な
か
っ
た
わ
」、「
着
な
く
て
も
叱
ら
れ
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

も
の
ね
」、「
お
さ
が
り
を
着
る
こ
と
を
奨
励
し
て
ま
し
た
か

ら
。
親
類
か
ら
も
ら
っ
て
制
服
を
着
る
と
か
」
し
た
と
話
し

合
っ
て
い
る）

₄₈
（

。

　

東
京
府
立
第
三
高
等
女
学
校
の
生
徒
も
「
上
級
生
の
方
々

の
セ
ー
ラ
ー
姿
は
美
し
か
っ
た
が
、
私
達
は
新
制
服
と
称
す

る
ヘ
チ
マ
衿
の
上
着
と
ひ
だ
無
し
の
ス
カ
ー
ト
に
統
一
さ
れ

て
セ
ー
ラ
ー
を
作
る
こ
と
が
出
来
ず
、本
当
に
残
念
だ
っ
た
。

し
か
も
布
地
が
ス
フ
で
、
紺
の
色
も
冴
え
ず
、
お
姉
様
の
お

さ
が
り
の
セ
ー
ラ
ー
を
着
て
い
る
お
友
達
が
羨
し
か
っ
た
」

と
い
う）

₄₉
（

。
標
準
服
が
古
着
の
セ
ー
ラ
ー
服
よ
り
も
嫌
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

標
準
服
が
不
人
気
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
昭
和
十
六
年
四
月

に
入
学
し
、
同
二
十
年
三
月
に
卒
業
し
た
日
本
女
子
大
学
校

附
属
高
等
女
学
校
四
十
五
回
生
た
ち
の
回
想
に
も
あ
ら
わ
れ

て
い
る
。「
私
た
ち
の
回
生
か
ら
、
女
学
生
の
制
服
は
ヘ
チ

マ
衿
の
国
民
服
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
が
っ
か
り
で
あ

る
」、「
先
輩
の
お
下
が
り
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
い
た
だ
い
て
着

た
と
き
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う）

₅₀
（

。

複
数
の
卒
業
生
が
標
準
服
に
は
「
が
っ
か
り
」
し
た
と
述
べ
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て
い
る
が
、
極
め
つ
け
は
次
に
挙
げ
る
「
ヘ
チ
マ
衿
制
服
の

悲
哀
」
と
い
う
題
名
の
回
想
で
あ
る
。

　
　

 
シ
ョ
ッ
ク
は
ヘ
チ
マ
衿
の
バ
ス
ガ
ー
ル
服
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
校
章
を
つ
け
ま
し
て
も
、
テ
ー
キ
を
入
れ
ま
し

て
も
、
さ
ま
に
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
十
六
年
十
二

月
八
日
、
戦
争
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ヘ
チ
マ

衿
制
服
を
嫌
っ
て
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
る
方
も
ふ
え
て

き
ま
し
た
。
私
も
田
舎
に
生
地
が
あ
る
か
ら
と
、
セ
ー

ラ
ー
服
を
た
の
み
、
や
っ
と
女
学
生
ら
し
い
服
装
に
。

そ
し
て
嬉
し
く
通
い
ま
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
そ
の
当

時
の
ス
フ
入
り
生
地
で
あ
っ
た
た
め
、
毎
日
着
て
お
り

ま
す
う
ち
、
よ
れ
よ
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

淋
し
い
淋
し
い
こ
と
で
し
た）

₅₁
（

。

　

ヘ
チ
マ
衿
の
標
準
服
は
、
大
正
時
代
に
バ
ス
ガ
ー
ル
に
間

違
わ
れ
て
嫌
な
思
い
を
し
た
初
期
の
洋
式
制
服
に
類
似
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
標
準
服
を
着
た
く
な
い
た
め
、
色
々
な
手

段
を
使
っ
て
セ
ー
ラ
ー
服
を
入
手
し
た
。
し
か
し
、
戦
前
の

純
毛
は
手
に
入
ら
ず
、
ス
フ
混
織
の
た
め
、
惨
め
な
思
い
を

味
わ
っ
て
い
る
。
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
昭
和
十
五
年
度
ま

で
に
入
学
し
た
上
級
生
が
着
て
い
る
セ
ー
ラ
ー
服
に
襞
の
あ

る
ス
カ
ー
ト
の
ほ
う
が
、
ヘ
チ
マ
衿
の
標
準
服
よ
り
は
る
か

に
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

埼
玉
県
町
立
松
山
実
科
高
等
女
学
校
で
は
昭
和
七
年
七
月

か
ら
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
制
服
に
し
て
い
た
が
、
昭
和

十
六
年
四
月
に
ス
カ
ー
ト
裾
上
の
白
線
を
外
し
、
黒
い
繻
子

の
ネ
ク
タ
イ
も
廃
止
し
た
。
こ
の
年
の
一
年
生
か
ら
セ
ー

ラ
ー
服
を
着
て
も
よ
く
な
り
、
翌
十
七
年
四
月
に
埼
玉
県
立

松
山
高
等
女
学
校
に
昇
格
す
る
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
制
服
を
改

正
し
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
昭
和
十
七
年
の
一
年
生
の
姿
を
見

る
と
標
準
服
が
か
な
り
多
い）

₅₂
（

。

　

次
章
で
述
べ
る
衣
料
切
符
制
が
施
行
さ
れ
、
新
規
に
作
る

に
は
標
準
服
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
古

品
を
買
う
に
も
衣
料
切
符
が
必
要
だ
が
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着

る
に
は
古
着
屋
で
購
入
す
る
か
、
先
輩
や
姉
の
着
た
の
を
譲

り
受
け
る
し
か
な
か
っ
た
。
松
山
高
女
の
あ
る
生
徒
は
「
制

服
が
か
わ
り
、
白
線
も
と
れ
て
憧
れ
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
な
っ

た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
」
と
回
想
し
、
別
の
生
徒
も
「
セ
ー

ラ
ー
服
も
漸
く
な
じ
み
、学
校
生
活
も
楽
し
く
な
っ
て
き
た
」

と
い
う）

₅₃
（

。
し
か
し
、
昭
和
十
八
年
に
入
学
し
た
生
徒
は
「
私

の
母
な
ど
は
「
娘
を
女
学
校
に
入
れ
て
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着

せ
て
」
を
夢
見
て
い
た
よ
う
で
す
が
現
実
は
カ
ス
リ
の
モ
ン

ペ
」
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る）

₅₄
（

。

　

高
等
女
学
校
に
昇
格
し
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
ら
れ
た
の
は

僅
か
の
生
徒
で
あ
っ
た
。
多
く
は
標
準
服
を
我
慢
し
て
着
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
家
が
お
仕
着
せ
し
よ
う
と
し
た

標
準
服
と
、
女
子
生
徒
た
ち
が
求
め
る
制
服
と
に
は
大
き
な

隔
た
り
が
見
ら
れ
る
。

三　

文
部
省
標
準
服
を
普
及
さ
せ
る
限
界

　

標
準
服
は
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
か
ら
実
施
さ

れ
た
が
、
全
国
の
学
校
で
一
斉
に
切
り
替
え
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
高
等
女
学
校
を
前
身
と
す
る
高
等
学
校
の
記
念
誌
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か
ら
統
計
を
取
る
と
、
昭
和
十
六
年
度
か
ら
四
七
校
、
十
七

年
度
か
ら
二
〇
校
、
十
八
年
度
か
ら
五
校
、
十
九
年
度
か
ら

四
校
が
標
準
服
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
標
準
服
と
同
時

に
モ
ン
ペ
に
し
て
い
る
学
校
は
昭
和
十
六
年
度
か
ら
三
校
、

十
七
年
か
ら
六
校
、
十
八
年
度
か
ら
四
校
だ
が
、
モ
ン
ペ
に

限
っ
て
み
る
と
昭
和
十
五
年
度
か
ら
六
校
、
十
六
年
度
か
ら

四
校
、
十
七
年
度
か
ら
一
〇
校
、
十
八
年
度
か
ら
一
八
校
、

十
九
年
度
か
ら
一
校
で
あ
る
（
表
参
照
）。
多
く
の
学
校
で

戦
争
が
長
期
化
す
る
に
つ
れ
、
標
準
服
の
ス
カ
ー
ト
か
ら
モ

ン
ペ
へ
と
追
っ
て
改
め
て
お
り
、
そ
の
導
入
も
足
並
み
が

揃
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
日
に
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規

則
が
制
定
さ
れ
、
二
月
一
日
か
ら
衣
料
切
符
制
が
実
施
さ
れ

た
。
一
年
間
一
人
、
都
市
部
は
一
〇
〇
点
、
地
方
は
八
〇
点

の
範
囲
内
で
し
か
衣
服
を
購
入
で
き
な
く
な
っ
た
。
女
子
生

徒
は
三
五
点（
上
下
で
二
七
点
、ブ
ラ
ウ
ス
が
八
点
）で
あ
り
、

生
地
を
購
入
し
て
手
製
で
あ
っ
て
も
二
〇
点
か
ら
二
六
点
を

要
し
た
。
各
家
庭
で
子
供
の
制
服
を
購
入
す
る
場
合
、
そ
の

分
を
差
し
引
い
て
や
り
く
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
月
二
十
九
日
の
『
読
売
新
聞
』
で
は
、
新
年
度
を
前
に
全

国
の
生
徒
に
標
準
服
が
行
き
渡
る
か
を
心
配
し
て
い
る）

₅₅
（

。

　

商
業
組
合
中
央
会
東
京
府
支
部
が
昭
和
十
八
年
に
刊
行
し

た
『
戦
時
生
活
主
要
物
資
配
給
事
情
』
か
ら
は
、
当
時
の
注

文
服
、
既
製
服
、
婦
人
お
よ
び
子
供
服
な
ど
が
ど
の
よ
う
な

経
路
で
国
民
に
行
き
渡
る
か
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
な
か
で

「
東
京
府
下
に
於
け
る
学
童
服
配
給
系
統
図
」
と
い
う
分
類

の
な
か
に
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
女
学
校
の
制
服
は
含
ま
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
東
京
府
下
に
於
け
る
学
童
服
配
給
系
統
図
」
に
よ
れ
ば
、

（
一
）日
本
綿
ス
フ
織
物
配
給
株
式
会
社（
丙
号
）↓
中
配（
乙

号
）
―
東
京
府
か
ら
指
定
の
地
配
（
丁
号
）
↓
指
定
団
体
↓

販
売
業
者
↓
学
童
、（
二
）
東
京
府
（
指
示
）
↓
東
京
市
↓

区
役
所
（
切
符
の
流
れ
）
↓
学
校
↓
学
童
、
と
い
う
二
系
統

の
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

₅₆
（

。
役
所
か
ら
学
校
に
衣
料

購
入
券
が
届
け
ら
れ
、
そ
の
購
入
券
で
生
徒
た
ち
は
洋
服
店

で
制
服
と
交
換
し
た
よ
う
で
あ
る
。
標
準
服
を
購
入
す
る
に

は
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
衣
料
切
符
に
加
え
、
学
校
に
届

け
ら
れ
た
購
入
券
が
必
要
だ
っ
た
。

　

供
給
力
の
限
界
が
う
か
が
え
る
が
、
全
国
の
高
等
女
学
校

で
は
制
服
の
配
給
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。
和
洋
女
子
専

門
学
校
長
稗
方
弘
毅
は
、
各
家
庭
で
姉
妹
が
い
る
場
合
姉
の

制
服
を
妹
に
回
し
、
学
校
内
で
は
姉
妹
の
い
な
い
新
入
生
に

卒
業
生
が
制
服
を
贈
る
こ
と
、
さ
ら
に
家
庭
内
に
残
る
絹
や

木
綿
の
着
物
を
黒
や
紺
に
染
め
、
そ
れ
で
制
服
を
縫
製
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
る）

₅₇
（

。
こ
れ
は
文
部
省
標
準
服
の
制
定
時

に
、
古
着
の
制
服
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
用
い
る
よ
う
に
奨
励

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
全
国
の
新
入
生
が
標
準

服
を
新
調
す
る
の
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
昭
和
十
五
年
度
ま

で
に
調
製
さ
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
な

ど
を
再
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
点
は
す
で
に
昭
和
十
三
年
頃
か
ら
浮
上
し
て
い

た
。
昭
和
十
三
年
二
月
に
は
新
潟
県
立
柏
崎
高
等
女
学
校
で
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ス
フ
混
織
の
制
服
を
実
施
し
た
が
、
一
着
一
〇
円
五
〇
銭
の

純
毛
に
対
し
て
ス
フ
だ
と
二
着
分
以
上
の
値
段
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る）

₅₈
（

。
同
年
九
月
に
三
重
県
宇
治
山

田
市
会
で
は
、
所
持
し
て
い
る
靴
を
履
か
ず
に
下
駄
を
新
調

す
る
こ
と
は
無
駄
で
あ
り
、
ま
し
て
や
学
校
で
揃
い
の
下
駄

を
用
意
す
る
と
い
う
の
は
不
経
済
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出

て
い
る）

₅₉
（

。
昭
和
十
四
年
二
月
二
十
四
日
に
東
京
私
立
高
等
女

学
校
長
会
の
総
会
が
大
塚
の
茗
溪
会
館
で
開
か
れ
た
と
き
に

は
、
制
服
は
卒
業
生
や
上
級
生
の
古
着
を
仕
立
て
直
し
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
ゴ
ム
は
靴
の
底
に
だ
け
使
用
を
認
め
る

な
ど
の
方
針
が
決
め
ら
れ
た）

₆₀
（

。

　

な
る
べ
く
制
服
の
新
調
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
公

立
に
限
ら
ず
、
私
立
の
高
女
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
ス
フ
や

下
駄
な
ど
代
用
品
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て

負
担
が
大
き
く
な
る
と
い
う
点
が
問
題
視
さ
れ
た
。
使
え
る

も
の
を
途
中
で
や
め
て
ま
で
新
品
を
購
入
す
る
の
は
不
経
済

で
あ
っ
た
が
、
純
毛
や
革
製
品
の
輸
入
が
で
き
な
く
な
っ
た

た
め
、
代
用
品
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
代
用
品
で
す
ら
供
給
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
点
は
、
文
部
省
標
準
服
が
全
国
的
に
施
行
さ
れ
た
直

後
に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
標
準
服
を

採
用
し
た
青
森
県
立
の
弘
前
高
等
女
学
校
に
は
、
六
月
十
日

に
新
入
生
用
の
生
地
配
給
購
入
券
三
三
九
枚
が
届
け
ら
れ

た
。
二
年
生
以
上
は
従
来
の
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
り
、
彼
女
た

ち
が
卒
業
す
る
ま
で
校
内
で
は
新
旧
制
服
が
混
在
し
た
。
し

か
し
、
翌
十
七
年
の
入
学
生
は
標
準
服
の
新
調
が
難
し
く
な

り
、
卒
業
生
か
ら
譲
渡
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
る）

₆₁
（

。
昭
和

十
七
年
に
群
馬
県
立
沼
田
高
等
女
学
校
の
三
年
生
だ
っ
た
生

徒
は
、「
当
時
は
衣
類
が
点
数
制
で
、
自
由
に
買
え
な
か
っ

た
の
で
、
和
服
を
更
生
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
布
地
を
使
い
ま
し

た
」
と
語
っ
て
い
る）

₆₂
（

。

　

太
平
洋
戦
争
の
開
戦
後
四
カ
月
後
の
昭
和
十
七
年
度
か
ら

早
く
も
衣
料
流
通
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
は
東
京
も
例
外
で
は
な
く
、
東
京
私
立
豊
島
高
等
女
学

校
の
生
徒
は
、「
あ
の
ス
マ
ー
ト
な
豊
島
の
制
服
が
、
日
本

中
同
じ
形
、
ヘ
チ
マ
襟
の
国
民
服
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
配
給
な
ん
で
す
。
靴
も
、コ
ー
ト
も
。
し
か
も
抽
籤
で
、

制
服
が
当
た
れ
ば
、
他
の
も
の
は
、
次
の
順
番
を
待
つ
。
大

塚
の
資
生
堂
ま
で
受
け
取
り
に
行
く
の
で
す
。
一
年
生
全
部

に
配
給
さ
れ
る
ま
で
、
随
分
長
い
期
間
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
み
じ
め
な
女
学
生
の
始
ま
り
で
し
た
」
と
回
想
す
る）

₆₃
（

。

衣
料
切
符
が
あ
っ
て
も
個
人
で
は
制
服
を
自
由
に
買
う
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
各
洋
服
店
に
制
服
の
生
地
が
配

給
さ
れ
る
が
、
学
校
で
必
要
と
す
る
制
服
分
を
用
意
す
る
こ

と
が
不
可
能
な
た
め
、
誰
が
優
先
し
て
制
服
を
作
る
か
を
く

じ
引
き
な
ど
で
決
め
た
の
で
あ
る
。

　

現
実
的
に
全
国
の
高
等
女
学
校
に
標
準
服
を
行
き
渡
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
十
八
年
三
月
三
日
の
『
読

売
新
聞
』
で
は
「
校
服
新
調
は
控
え
よ
」
と
題
し
、「
校
服

な
ど
は
出
来
る
限
り
国
民
学
校
時
代
の
も
の
を
用
ひ
、
や
む

を
得
な
い
も
の
だ
け
は
校
長
の
認
可
を
得
て
新
調
す
る
と
い

ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
る）

₆₄
（

。
し
か
し
、
管
見
の
限
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り
現
在
の
高
等
学
校
の
記
念
誌
を
見
て
も
、
当
時
学
校
長
の

許
可
を
得
て
制
服
を
新
調
し
た
と
い
う
記
述
を
確
認
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
は
自
ら
作
る
こ
と
な

ど
で
き
ず
、
右
に
見
た
よ
う
に
配
給
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
標
準
服
の
新
調
に
際
し
て
学
校
側
の

許
可
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
史
料
が

残
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
回
は
じ
め
て
紹
介
す
る
千
葉
県
立

安
房
高
等
女
学
校
の
「
昭
和
十
七
年
度
洋
服
新
調
許
可
簿
」

で
あ
る
（
図
3
）。
国
の
方
針
で
セ
ー
ラ
ー
服
を
作
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
安
房
高
女
で
は
標
準
服
を
作
る
場
合

に
は
学
校
に
願
い
出
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
生
徒
の
願
い

出
は
、
校
長
、
教
頭
、
訓
育
、
学
年
主
任
、
級
長
が
確
認
し

て
許
可
し
た
。

　

昭
和
十
七
年
度
の
一
年
生
は
二
二
〇
名
の
う
ち
八
三
名
、

二
年
生
は
一
八
七
名
の
う
ち
七
名
、
三
年
生
は
一
七
一
名
の

う
ち
一
名
、
四
年
生
は
一
八
四
名
の
う
ち
二
名
が
制
服
の
新

調
を
許
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
給
仕
一
名
を
加
え
る
と
総

計
で
九
四
名
が
願
い
出
て
い
た
。
冬
服
は
三
名
、
夏
服
は

六
六
名
、
残
り
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
六
九
名
分
の
制
服

が
作
ら
れ
、
区
別
の
わ
か
ら
な
い
二
五
名
分
の
制
服
は
作
れ

な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
指
定
の
洋
服
店
は
館
山

市
内
の
中
村
洋
服
店
、佐
々
木
洋
服
店
、福
沢
洋
服
店
で
あ
っ

た
が
、「
昭
和
十
七
年
度
洋
服
新
調
許
可
簿
」
の
洋
服
店
名

は
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
許
可
は
下
り
た
も
の
の
実
際
に
は

生
地
が
な
く
て
作
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

図３－２「洋服新調許可簿」（千葉県立安房高等学校所蔵）図３－１
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こ
こ
か
ら
は
冬
服
よ
り
も
夏
服
を
希
望
す
る
生
徒
が
多

く
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
希
望
者
の
少
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
は
昭
和
十
五
年
ま
で
は
夏
冬
と
も
に
セ
ー
ラ
ー

服
を
所
持
し
て
お
り
、新
に
作
る
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、

新
規
に
作
る
に
し
て
も
冬
服
は
ヘ
チ
マ
衿
よ
り
も
中
古
品
の

セ
ー
ラ
ー
服
を
再
利
用
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ

う
。夏
に
は
冬
生
地
の
セ
ー
ラ
ー
を
着
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、

中
古
品
の
夏
用
セ
ー
ラ
ー
服
も
汗
な
ど
で
傷
ん
で
し
ま
っ
た

た
め
に
、
冬
服
に
比
べ
て
多
か
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

夏
服
の
ヘ
チ
マ
衿
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
の
は
、
背

に
腹
を
代
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

昭
和
十
六
年
四
月
に
千
葉
県
立
佐
倉
高
等
女
学
校
に
入
学

し
た
生
徒
は
、「
茶
線
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
着
た
く
っ
て
、
県

立
佐
倉
高
女
に
あ
こ
が
れ
て
一
生
懸
命
勉
強
し
て
入
っ
て
き

た
も
の
で
し
た
。
で
も
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
女
学
生

に
も
全
国
統
一
の
国
民
服
と
い
う
の
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
白
い
ヘ
チ
マ
衿
で
、
バ
ン
ド
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
で
も
布
の
配
給
で
し
た
の
で
、
み
ん
な
に
行
き
渡
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
の
衿
を
丸
く
切
っ
て
、
そ

の
上
に
白
い
衿
を
重
ね
て
、
ヘ
チ
マ
衿
の
よ
う
な
恰
好
を
こ

し
ら
え
た
の
が
制
服
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
ど
ん
ど

ん
物
が
な
く
な
り
、
家
か
ら
カ
ス
リ
の
布
を
持
ち
寄
っ
て
、

じ
ぶ
ん
た
ち
で
防
空
服
や
モ
ン
ペ
を
作
っ
て
、
通
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
の
制
服
は
ど
こ
か
に
い
っ
て
し

ま（
マ
マ
）た

の
で
す
」
と
い
う）

₆₅
（

。
こ
の
事
例
か
ら
は
標
準
服
が
作
れ

ず
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
ヘ
チ
マ
白
衿
に
改
造
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
標
準
服
を
採
用
し
た
栃
木
県
立
真

岡
高
等
女
学
校
で
は
、
翌
十
七
年
四
月
の
入
学
生
に
対
し
、

「
一
、
国
民
学
校
で
使
っ
て
い
た
洋
服
か
和
服
の
ど
ち
ら
で

も
よ
い
。
た
だ
し
、
和
服
の
時
は
袴
を
つ
け
る
こ
と
。
二
、

洋
服
は
卒
業
生
か
ら
譲
り
受
け
る
と
よ
い
。
三
、
洋
服
を
新

調
す
る
場
合
は
、
文
部
省
制
定
の
全
国
女
学
生
型
と
す
る
こ

と
」
と
指
示
し
て
い
る）

₆₆
（

。
な
ぜ
一
や
二
の
方
針
を
勧
め
て
い

る
の
か
と
い
え
ば
、
全
生
徒
が
三
の
手
段
を
取
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
事
情
は
次
の
複
数
の
学
校
か
ら
は
っ
き
り
す
る
。
昭

和
十
八
年
か
ら
埼
玉
県
立
児
玉
高
等
女
学
校
で
は
、「
級
に

一
、二
足
の
配
給
ズ
ッ
ク
は
く
じ
引
き
」
で
決
め
た
と
い
う）

₆₇
（

。

愛
媛
県
立
西
条
高
等
女
学
校
の
生
徒
も
「
時
折
、
ズ
ッ
ク
靴

と
か
雨
傘
と
か
の
配
給
が
あ
っ
た
。
六
十
人
の
一
ク
ラ
ス

に
、
五
・
六
点
で
い
つ
も
抽
選
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い

る）
₆₈
（

。
昭
和
十
九
年
に
滋
賀
県
立
膳
所
高
等
女
学
校
に
入
学
し

た
生
徒
に
よ
れ
ば
、
白
衿
の
ヘ
チ
マ
衿
の
標
準
服
は
「
く
じ

引
き
で
運
の
な
い
も
の
に
は
、
な
か
な
か
あ
た
ら
ず
指
を
く

わ
え
、
次
の
配
給
を
待
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
配
給
の
服

に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
様
の
作
業
服
タ
イ
プ
の
も
の
も
あ
り
、
そ

れ
ら
を
着
用
し
て
い
た
」
と
い
う）

₆₉
（

。

　

内
閣
情
報
局
が
刊
行
す
る
『
写
真
週
報
』（
昭
和
十
八
年

六
月
三
十
日
号
）
で
は
、
見
開
き
に
「
み
な
さ
ん
、
衣
料
切

符
を
一
人
二
割
宛
、
兵
隊
さ
ん
に
ま
わ
せ
ば
、
四
百
万
着
も

の
軍
服
に
な
り
ま
す
、
こ
の
際
新
調
は
絶
対
に
止
め
て
、
あ
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る
も
の
で
間
に
合
せ
ま
せ
う
」
と
訴
え
て
い
る
。
こ
れ
で
は

男
性
用
の
国
民
服
、
女
性
用
の
婦
人
標
準
服
は
も
と
よ
り
、

文
部
省
の
標
準
服
を
新
調
し
て
い
い
か
迷
う
。「
衣
料
切
符

を
献
納
し
よ
う
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
で
は
、
紺
衿
に
二

本
の
白
線
、
紺
の
棒
ネ
ク
タ
イ
の
白
長
袖
の
セ
ー
ラ
ー
服
姿

の
高
等
女
学
生
た
ち
が
衣
料
切
符
を
手
に
し
て
い
る
が
、
誰

も
標
準
服
を
着
て
い
な
い）

₇₀
（

。
文
部
省
は
標
準
服
を
設
け
た
も

の
の
、
全
国
の
高
等
女
学
校
に
配
給
で
き
ず
、
な
る
べ
く
新

調
し
な
い
で
欲
し
い
と
矛
盾
す
べ
き
方
針
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

セ
ー
ラ
ー
服
と
モ
ン
ペ

　

標
準
服
の
新
調
に
無
理
が
あ
っ
て
も
、
セ
ー
ラ
ー
服
で
代

用
で
き
た
。
北
海
道
根
室
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
の
冬
か
ら
校
長
青
柳
賢
治
が
考
案
し
た
「
ネ
ー

ヴ
ィ
・
ブ
ル
ー
の
水
兵
服
上
下
」
と
い
う
海
軍
水
兵
と
同
じ

よ
う
な
ズ
ボ
ン
を
穿
か
せ
た
。
紺
地
の
衿
や
袖
に
白
線
が
つ

い
た
セ
ー
ラ
ー
服
に
ズ
ボ
ン
と
い
う
の
が
、女
子
生
徒
の「
決

戦
態
勢
の
お
手
本
」
だ
と
い
う）

₇₁
（

。
北
海
道
庁
で
は
昭
和
十
六

年
二
月
に
制
服
地
の
配
給
と
標
準
服
を
発
表
し
て
い
た）

₇₂
（

。
そ

れ
か
ら
九
ヵ
月
が
経
っ
て
も
セ
ー
ラ
ー
服
を
脱
が
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
読
売
新
聞
』
の
記
事
で
「
決
戦
態
勢
の
お
手
本
」
だ
と

報
道
さ
れ
れ
ば
、
標
準
服
を
新
調
す
る
前
に
従
来
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
用
い
る
こ
と
が
「
お
手
本
」
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。

ズ
ボ
ン
を
取
り
入
れ
た
高
等
女
学
校
は
複
数
確
認
で
き
（
表

参
照
）、
根
室
高
女
し
か
な
い
と
断
言
す
る
村
上
信
彦
の
説

は
誤
っ
て
い
る）

₇₃
（

。
昭
和
二
十
年
、
女
子
学
習
院
の
生
徒
が
栃

木
県
塩
原
町
に
疎
開
し
て
い
た
と
き
に
撮
影
し
た
集
合
写
真

を
見
て
も
、
全
員
が
セ
ー
ラ
ー
服
の
上
衣
に
ズ
ボ
ン
を
穿
い

て
い
る）

₇₄
（

。
全
国
的
に
紺
サ
ー
ジ
の
供
給
が
困
難
に
な
り
、
そ

の
代
用
と
し
て
モ
ン
ペ
を
穿
く
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
。

　

標
津
実
践
女
学
校
（
昭
和
十
六
年
三
月
に
標
津
実
科
高
等

女
学
校
、
同
十
八
年
四
月
に
北
海
道
標
津
高
等
女
学
校
と
改

称
）
に
昭
和
十
五
年
四
月
に
入
学
し
、
同
十
九
年
三
月
に
卒

業
し
た
生
徒
に
よ
れ
ば
、「
戦
争
中
だ
か
ら
ス
カ
ー
ト
な
ん

か
穿
い
て
い
た
ら
怒
ら
れ
た
わ
ね
。
モ
ン
ペ
を
穿
い
て
学
校

に
行
っ
た
よ
ね
」、「
学
校
で
配
給
に
な
っ
た
制
服
が
セ
ー

ラ
ー
服
だ
っ
た
の
よ
ね
。
下
は
モ
ン
ペ
で
し
た
」
と
い
う）

₇₅
（

。

　

標
準
服
が
定
ま
る
前
年
に
入
学
し
た
た
め
、
学
校
で
セ
ー

ラ
ー
服
が
配
給
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し

て
か
ら
は
、
ス
カ
ー
ト
で
登
校
す
る
と
怒
ら
れ
る
の
で
モ
ン

ペ
を
穿
い
た
。
根
室
高
女
の
よ
う
な
ズ
ボ
ン
は
普
及
し
な

か
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
登
場
す
る
の
が
モ
ン
ペ
で

あ
っ
た
。ズ
ボ
ン
は
活
動
性
と
保
温
性
と
で
優
れ
て
い
た
が
、

新
た
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ
ン
ペ
は
古
く
か
ら
女

性
の
農
作
業
着
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
古
着

の
着
物
を
再
利
用
し
て
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
素
材
と

な
る
生
地
の
有
無
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

実
際
、
千
葉
県
立
長
生
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
六
年

六
月
十
一
日
に
標
準
服
を
採
用
し
た
が
、
翌
十
七
年
二
月
に
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は
衣
料
切
符
点
数
制
か
ら
新
調
が
難
し
く
な
り
、「
ス
カ
ー

ト
も
家
庭
に
あ
っ
た
紺
が
す
り
を
利
用
し
た
モ
ン
ペ
と
な

り
、
上
衣
も
着
物
か
ら
再
生
さ
れ
た
自
家
製
の
も
の
に
変

わ
っ
た
」
と
い
う）

₇₆
（

。

　

茨
城
県
水
戸
市
立
高
等
女
学
校
に
昭
和
十
六
年
四
月
に

入
学
し
た
生
徒
は
、「
服
は
国
民
服
と
い
う
紺
色
へ
ち
ま
カ

ラ
ー
、
そ
れ
に
白
い
衿
が
か
か
り
、
ベ
ル
ト
付
き
の
上
衣
が

配
給
に
な
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
何
と
野
暮
な
デ
ザ
イ
ン

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。私
は
遂
に
、国
民
服
を
着
用
し
な
か
っ

た
。
姉
の
お
古
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
大
切
に
手
入
れ
し
な
が
ら

卒
業
ま
で
着
た
の
で
し
た
」、「
国
民
服
は
バ
ス
ガ
ー
ル
の
様

だ
と
、
友
人
と
悪
口
を
言
っ
て
笑
っ
た
」、「
靴
は
買
え
な
く

て
、
帯
芯
で
底
を
二
重
に
し
、
ミ
シ
ン
で
靴
を
つ
く
っ
た
の

で
す
」
と
述
べ
て
い
る）

₇₇
（

。
あ
ら
た
め
て
文
部
省
標
準
服
が
嫌

悪
さ
れ
た
こ
と
と
、
配
給
が
行
き
渡
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

群
馬
県
立
前
橋
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
八
年
の
入
学

生
も
セ
ー
ラ
ー
服
に
ス
カ
ー
ト
を
維
持
し
て
い
た
が
、
翌

十
九
年
に
は
標
準
服
へ
と
切
り
替
え
た
。
こ
こ
で
も
「
服
装

は
す
べ
て
女
学
生
の
標
準
服
た
る
べ
し
。
但
学
校
の
承
認
を

経
て
成
る
べ
く
有
り
合
せ
の
物
及
更
生
品
を
用
う
る
よ
う
心

掛
く
べ
し
」
と
指
示
し
て
お
り
、
先
輩
な
ど
か
ら
譲
り
受
け

た
セ
ー
ラ
ー
服
姿
が
完
全
に
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
ズ
ボ
ン
か
モ
ン
ペ
を
穿
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
生
徒

た
ち
は
「
ス
カ
ー
ト
の
白
線
廃
止
を
告
げ
ら
れ
て
失
望
」
し
、

「
二
本
の
白
線
の
た
め
に
県
女
を
目
指
し
た
」
の
に
と
不
満

を
感
じ
て
い
る）

₇₈
（

。

　

秋
田
県
立
酒
田
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
十
八
年
の
入
学

生
も
セ
ー
ラ
ー
服
に
ス
カ
ー
ト
で
あ
り
、
翌
十
九
年
か
ら
ズ

ボ
ン
に
変
わ
っ
て
い
る）

₇₉
（

。
上
級
生
な
ど
か
ら
お
古
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
入
手
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
上
衣
を
そ
の
ま
ま
着

れ
な
い
学
校
も
あ
っ
た
。
前
述
の
児
玉
高
女
の
生
徒
は
、
夏

の
白
上
衣
セ
ー
ラ
ー
服
は
「
敵
機
の
襲
撃
時
の
目
標
に
な
る

と
国
防
色
に
染
め
さ
せ
ら
れ
た
。
染
料
も
な
か
な
か
入
手
で

き
な
い
頃
「
大
方
」
は
野
草
の
よ
も
ぎ
を
煮
出
し
そ
の
汁
で

染
め
た
の
で
と
う
て
い
愛
用
す
る
代
物
で
は
な
か
っ
た
」
と

い
う）

₈₀
（

。

　

昭
和
十
九
年
に
山
口
県
立
厚
狭
高
等
女
学
校
に
入
学
し
た

生
徒
は
、「
入
学
当
初
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
白
い
カ
ラ
ー
は
ま

だ
つ
け
ま
し
た
が
、
ス
カ
ー
ト
の
代
わ
り
に
絣
の
も
ん
ぺ
、

か
ば
ん
の
代
わ
り
に
白
い
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
で
し
た
」、「
白

色
が
飛
行
機
か
ら
の
標
識
に
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
名
門

厚
狭
高
女
の
象
徴
だ
っ
た
カ
ラ
ー
は
水
色
か
紺
色
に
染
め
ら

れ
、
同
じ
理
由
で
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
も
紺
色
に
染
め
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
し
、
又
後
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
や
め
て
、
和
服
を

更
生
し
た
着
物
式
の
モ
ン
ペ
の
上
下
を
着
用
し
て
通
学
す
る

様
に
な
っ
た
り
し
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る）

₈₁
（

。

　

埼
玉
県
立
粕
壁
高
等
女
学
校
に
い
た
っ
て
は
、「
戦
争
に

は
い
る
と
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
、
下
は
も
ん
ぺ
を
は
き
ま
し
た
」

と
あ
り
、
標
準
服
を
採
用
し
た
と
い
う
記
述
す
ら
見
ら
れ
な

い）
₈₂
（

。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
文
部
省
は
昭
和
十
六
年
の
標
準

服
に
加
え
て
新
た
に
制
定
し
た
標
準
服
を
各
県
知
事
宛
に
推
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奨
す
る
通
牒
を
発
し
て
い
る
。
昭
和
十
九
年
三
月
六
日
、
愛

媛
県
内
政
部
長
は
「
女
子
中
等
学
校
生
徒
制
服
ノ
戦
時
規
格

ニ
関
ス
ル
件
」
と
い
う
通
牒
を
発
し
、
そ
こ
で
は
二
月
八
日

付
で
文
部
次
官
が
愛
媛
県
知
事
に
宛
て
た
通
牒
を
引
用
し
て

い
る
。
服
飾
史
で
は
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
本
論
の
考

察
で
は
重
要
な
史
料
の
た
め
通
牒
の
全
文
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　

 

学
生
生
徒
ノ
制
服
ノ
新
調
ニ
関
シ
テ
真
ニ
止
ム
ヲ
得
ザ

ル
場
合
ノ
外
之
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
ア
ル
モ
、
万
止
ム
ヲ
得

ズ
女
子
中
等
学
校
生
徒
ノ
制
服
ヲ
新
調
ス
ル
場
合
ハ
、

戦
時
下
衣
料
資
源
ノ
需
給
状
況
並
ニ
生
徒
ノ
防
空
活
動

ニ
鑑
ミ
当
分
ノ
間
、
従
前
ノ
制
服
ニ
関
ス
ル
通
牒
ニ
拘

ラ
ズ
、
努
メ
テ
別
紙
基
準
要
綱
ニ
依
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヽ

相
成
タ
ル
ニ
付
、
之
ガ
実
施
ニ
関
シ
万
遺
憾
無
キ
ヲ
期

セ
ラ
レ
度
、
此
段
依
命
通
牒
ス
、

　
　

　
　

 

女
子
学
校
生
徒
制
服
ノ
戦
時
規
格
ニ
関
ス
ル
基
準
要
項

　
　

　
　

 

色
相
、女
子
生
徒
ニ
フ
サ
ハ
シ
ク
オ
チ
ツ
キ
ア
ル
モ
ノ
、

特
ニ
色
柄
ハ
華
美
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
、

　
　

 

生
地
、
質
素
堅
牢
ナ
ル
モ
ノ
ト
シ
、
成
ル
ベ
ク
有
リ
合

セ
生
地
ノ
更
生
ヲ
図
ル
コ
ト
、

　
　

洋
式
、

　
　

上
衣
（
婦
人
標
準
服
乙
型
上
衣
ニ
準
ズ
）

　
　

 

イ
、
身
丈
ハ
腰
ノ
辺
リ
マ
デ
（
胴
回
リ
線
ヨ
リ
五
寸
程

長
ク
）

　
　

ロ
、
袖
丈
ハ
八
寸
以
内
、
形
ハ
舟
底
型

　
　

ハ
、
衿
ハ
日
本
衿
ト
シ
四
寸
程
ノ
衿
下
ヲ
附
ケ
ル

　
　

 

ニ
、
肩
揚
ヲ
ス
ル
但
シ
着
用
者
ニ
ヨ
リ
之
ヲ
省
ク
コ
ト

ヲ
得

　
　

ホ
、
附
紐
ヲ
ツ
ケ
ル

　
　

下
衣

　
　

イ
、
脱
ギ
着
ノ
タ
メ
ニ
脇
明
キ
ト
ス
ル

　
　

 

ロ
、
前
後
ニ
五
ツ
ノ
ヒ
ダ
ヲ
取
リ
幅
一
寸
三
分
ノ
紐
ヲ

附
ケ
ル

　
　

ハ
、
裾
ニ
ハ
裾
口
布
ヲ
附
ケ
ル

　
　

其
ノ
他

　
　

 

イ
、
上
衣
、
下
衣
共
ニ
冬
季
用
ハ
袷
仕
立
、
又
ハ
綿
入

仕
立
ト
ナ
ス
、
但
シ
地
質
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
単
仕
立
ニ
テ
モ

可
、

　
　

ロ
、
身
体
要
部
ノ
保
温
ヲ
考
慮
ス
ル
コ
ト

　
　

 

ハ
、
寒
冷
ノ
地
方
ニ
ア
リ
テ
ハ
羽
織
ヲ
着
用
ス
ル
コ
ト

ヲ
得

　
　

 

二
、
物
入
ハ
上
衣
下
衣
ニ
適
当
ニ
ツ
ケ
ル
コ
ト

　
　

備
考

　
　

上
衣
、
下
衣
ノ
制
式
ノ
形
状
ハ
図
ノ
如
シ）

₈₃
（

。

　

こ
の
通
牒
に
添
付
さ
れ
た
服
制
図
を
見
る
と
、
昭
和
十
八

年
六
月
の
婦
人
標
準
服
乙
型
に
準
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
袖
は
舟
底
型
と
し
、
袴
は
着
脱
や
活
動
に
便
利
な
よ
う

脇
明
き
、
前
後
に
五
本
の
襞
を
つ
け
て
い
る
（
図
4
）。
寒

冷
地
で
は
外
套
の
代
わ
り
に
は
羽
織
を
着
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
の
案
を
採
用
し
た
の
に
は
、文
部
大
臣
岡
部
長
景
の「
日

本
の
女
は
あ
く
ま
で
も
日
本
の
女
ら
し
く
」
と
い
う
主
張
も
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あ
っ
た
が
、
洋
服
の
生
地
が
工
面
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。「
国
民
学
校
高
学
年
の
児
童
以
上
な
ら
た
と
へ
洋
裁
な

ど
知
ら
な
く
と
も
自
分
で
作
れ
る
」
と
い
う
点
で
も
得
策
で

あ
っ
た）

₈₄
（

。

　

し
か
し
、
婦
人
標
準
服
乙
型
に
準
じ
た
標
準
服
を
着
た
女

子
生
徒
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
婦
人
標
準
服
乙
型

を
指
す
と
思
わ
れ
る
防
空
服
（
筒
袖
の
着
物
、
モ
ン
ペ
）
を

含
め
て
も
、
高
等
女
学
校
に
通
牒
さ
れ
た
昭
和
十
九
年
の
二

校
を
除
く
と
、昭
和
十
七
年
の
一
校
し
か
確
認
で
き
な
い（
表

参
照
）。

　

佐
賀
県
立
武
雄
高
等
女
学
校
の
生
徒
は
、「
十
九
年
に
な

る
と
、
作
業
服
上
下
を
着
用
し
厚
い
防
空
頭
巾
と
救
急
袋
を

さ
げ
て
の
登
校
で
モ
ン
ペ
姿
の
女
学
生
で
し
た
。そ
れ
で
も
、

お
し
ゃ
れ
気
も
多
分
に
あ
っ
て
、
四
大
節
の
式
の
日
は
モ
ン

ペ
で
も
め
い
せ
ん
、
か
す
り
な
ど
新
品
の
布
で
つ
く
っ
た
も

の
を
は
い
た
り
し
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る）

₈₅
（

。
当
時
の
新
聞

紙
面
で
は
「
ス
カ
ー
ト
に
代
る
モ
ン
ペ
」「
勝
ち
抜
く
女
学

生
の
決
戦
服
」
な
ど
の
見
出
し
で
女
学
校
の
決
戦
体
制
に
お

け
る
モ
ン
ペ
の
効
果
が
説
明
さ
れ
た）

₈₆
（

。

　

靴
が
履
け
な
く
な
る
と
、
赤
い
鼻
緒
の
日
和
下
駄
を
代
用

し
た
が
、大
分
県
立
臼
杵
高
等
女
学
校
の
生
徒
の
な
か
に
は
、

藁
草
履
の
裏
に
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
を
縫
い
つ
け
た
の
を
履
い

て
い
た
と
い
う
。
同
校
の
生
徒
は
「
モ
ン
ペ
姿
に
下
駄
ば
き

で
、
あ
こ
が
れ
の
金
茶
色
の
二
本
線
の
セ
ー
ラ
ー
服
な
ど
は

新
調
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
っ
て
い
る）

₈₇
（

。「
勝
ち
抜
く

女
学
生
の
決
戦
服
」
に
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
よ
う
な
高
等
女

学
校
の
誇
り
は
な
く
、
惨
め
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と

が
よ
く
わ
か
る
。

　

標
準
服
を
ど
の
く
ら
い
着
て
い
た
か
は
、
彼
女
た
ち
の

卒
業
写
真
か
ら
う
か
が
え
る
。
昭
和
十
六
年
四
月
に
入
学

し
た
日
本
女
子
大
学
校
附
属
高
等
女
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、

一
一
〇
人
が
セ
ー
ラ
ー
服
、
五
人
が
標
準
服
で
同
二
十
年
三

月
の
卒
業
式
を
迎
え
て
い
る）

₈₈
（

。
日
本
女
子
大
学
校
附
属
高
女

の
生
徒
た
ち
が
標
準
服
を
嫌
っ
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た

が
、
古
着
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
入
手
し
て
ま
で
着
て
い
た
こ
と

が
卒
業
写
真
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

東
京
市
立
目
黒
高
等
女
学
校
の
卒
業
写
真
に
は
、
昭
和

十
九
年
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
六
七
人
、
標
準
服
が
七
人
、
昭

和
二
十
三
年
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
三
一
人
、
標
準
服
が
三
〇

人
、
そ
の
他
が
一
〇
人
で
写
っ
て
い
る）

₈₉
（

。
鳥
取
県
立
八
頭
高

等
女
学
校
の
卒
業
写
真
か
ら
は
、
昭
和
十
九
年
は
四
九
人
全

図４　婦人標準服乙型
（『文部時報』810号、昭和 19年 3月）
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員
が
セ
ー
ラ
ー
服
、昭
和
二
十
年
は
標
準
服
が
三
九
人
、セ
ー

ラ
ー
服
が
一
五
人
、
昭
和
二
十
一
年
は
標
準
服
が
七
一
人
、

セ
ー
ラ
ー
服
が
二
四
人
、
そ
の
他
二
人
、
判
別
不
明
一
七
人

が
見
て
取
れ
る）

₉₀
（

。
島
根
県
立
隠
岐
高
等
女
学
校
の
卒
業
写
真

に
は
、
昭
和
十
九
年
は
標
準
服
が
二
二
人
、
セ
ー
ラ
ー
服
が

三
一
人
、
昭
和
二
十
一
年
は
標
準
服
が
四
六
人
、
セ
ー
ラ
ー

服
が
十
九
人
で
写
っ
て
い
る）

₉₁
（

。
岡
山
県
立
西
大
寺
高
等
女
学

校
の
昭
和
二
十
年
の
卒
業
写
真
で
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
八

人
、
標
準
服
が
三
六
人
で
あ
る）

₉₂
（

。
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
後
か

ら
終
戦
に
向
け
て
標
準
服
の
数
が
増
え
て
い
る
の
が
わ
か
る

が
、
セ
ー
ラ
ー
服
が
し
ぶ
と
く
生
き
続
け
て
い
る
点
は
見
逃

せ
な
い
。

　

昭
和
十
九
年
三
月
の
埼
玉
県
所
沢
高
等
女
学
校
の
卒
業
写

真
で
セ
ー
ラ
ー
服
姿
は
五
九
人
中
一
人
し
か
見
当
た
ら
な

い）
₉₃
（

。
福
岡
県
立
戸
畑
高
等
女
学
校
で
は
、
昭
和
二
十
年
の

三
年
生
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
二
人
、
標
準
服
が
五
〇
人
、
翌

二
十
一
年
の
三
年
生
は
五
三
人
全
員
が
標
準
服
を
着
て
い

る）
₉₄
（

。
昭
和
二
十
年
四
月
に
新
潟
県
組
合
立
佐
渡
高
等
女
学
校

に
入
学
し
た
六
二
人
全
員
は
標
準
服
で
あ
り）

₉₅
（

、
昭
和
二
十
二

年
三
月
に
長
崎
県
立
口
加
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
七
六
人

全
員
は
標
準
服
を
着
て
い
る）

₉₆
（

。
こ
の
四
校
か
ら
は
標
準
服
の

普
及
率
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
一
方
、
昭
和
十
九
年
四
月
に
愛
知
県
西
尾
高
等
女
学

校
に
入
学
し
た
生
徒
た
ち
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
六
九
人
、
標

準
服
が
一
〇
人
で
あ
り）

₉₇
（

、
同
二
十
年
四
月
に
愛
知
県
豊
橋
高

等
女
学
校
に
入
学
し
た
生
徒
た
ち
は
三
二
〇
人
全
員
が
セ
ー

ラ
ー
服
を
着
て
い
る）

₉₈
（

。
昭
和
二
十
年
四
月
入
学
の
静
岡
県
私

立
沼
津
学
園
高
等
女
学
校
の
生
徒
た
ち
は
一
〇
二
人
が
セ
ー

ラ
ー
服
、
標
準
服
は
七
人
に
限
ら
れ
る）

₉₉
（

。

　

地
域
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
る
が
、
ス
カ
ー
ト
か
ら
モ
ン

ペ
に
変
わ
っ
て
も
、
終
戦
ま
で
セ
ー
ラ
ー
服
の
上
衣
姿
は
消

え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
図
5
）。
昭
和
十
八
年
四
月
入
学

の
山
形
県
立
谷
地
高
等
女
学
校
の
生
徒
は
、「
全
員
が
入
学

図５　昭和19年３月の東京市目黒高等女学校の卒業写真（個人蔵）
セーラー服のなかに文部省標準服（前列左から 3 人目、後列左から 2 人
目）が見える。全員モンペを穿いている。
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時
の
揃
い
の
セ
ー
ラ
ー
服
で
卒
業
写
真
を
撮
れ
な
か
っ
た
事

に
一
抹
の
淋
し
さ
を
感
ず
る
」
と
述
べ
て
い
る）

１００
（

。
卒
業
記
念

写
真
帖
に
は
、
古
着
で
あ
っ
て
も
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
い
と

い
う
女
子
生
徒
と
、
標
準
服
を
制
定
し
た
も
の
の
全
国
に
行

き
渡
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
衣
料
事
情
と
が
写
っ
て
い
た

と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　

日
中
戦
争
が
長
期
化
す
る
と
純
毛
や
純
綿
で
は
な
く
、
国

策
に
沿
っ
た
ス
フ
混
織
を
取
り
入
れ
る
高
等
女
学
校
が
あ
ら

わ
れ
た
。
学
校
で
大
量
に
生
地
を
購
入
し
、
生
徒
た
ち
が
縫

製
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
実
際
、
地
域
に
よ
っ
て
は
従

来
の
よ
う
に
生
地
や
品
物
が
簡
単
に
入
手
で
き
な
く
な
り
、

靴
か
ら
下
駄
、
ス
カ
ー
ト
か
ら
モ
ン
ペ
へ
と
段
階
的
に
変
え

て
い
っ
た
高
等
女
学
校
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
有
識
者
の
間
で
は
当
時
人
気
が

あ
っ
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
統
一
す
る
新
制
服
案
が
登
場
し
た
。

一
方
で
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
の
方
が
経
済
的
に
勝
っ
て

い
る
と
い
う
新
案
が
出
さ
れ
、
富
山
県
の
高
等
女
学
校
長
会

議
で
は
ダ
ブ
ル
の
ブ
レ
ザ
ー
型
を
採
用
し
て
い
る
。し
か
し
、

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
に
文
部
省
が
制
定
し
た
標

準
服
は
、
大
正
時
代
の
バ
ス
ガ
ー
ル
の
よ
う
な
ヘ
チ
マ
衿
で

あ
っ
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
採
用
し

な
か
っ
た
の
は
、
白
衿
や
釦
合
せ
を
右
前
に
す
る
な
ど
、
標

準
服
に
日
本
的
な
要
素
を
重
視
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
部
省
は
経
済
状
況
の
悪
化
を
想
定
し
、
全
国
の
制
服
の

統
一
化
を
図
っ
た
。
だ
が
、
全
国
の
生
徒
が
一
斉
に
標
準
服

を
新
調
す
る
の
は
不
経
済
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
二
年
生

以
上
の
在
校
生
に
は
新
調
し
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。
昭
和

十
七
年
二
月
に
衣
料
切
符
制
が
施
行
さ
れ
る
と
、
各
家
庭
に

配
布
さ
れ
る
切
符
と
自
治
体
か
ら
学
校
に
配
布
さ
れ
る
購
入

券
が
な
い
と
、生
徒
た
ち
は
標
準
服
を
入
手
で
き
な
く
な
る
。

そ
し
て
購
入
す
る
場
合
に
は
学
校
側
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ

た
。セ

ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
た
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
文
部
省

標
準
服
の
評
判
は
良
く
な
か
っ
た
。
多
く
の
生
徒
が
、
姉
や

親
戚
、
知
人
の
先
輩
な
ど
が
着
て
い
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
譲
り

受
け
て
着
て
い
た
。
昭
和
十
六
年
十
二
月
に
太
平
洋
戦
争
が

起
き
る
と
、
ス
カ
ー
ト
に
代
え
て
モ
ン
ペ
を
取
り
入
れ
る
学

校
が
増
加
し
た
。
昭
和
十
九
年
三
月
に
は
婦
人
標
準
服
乙
型

に
準
じ
た
標
準
服
が
各
学
校
に
通
牒
さ
れ
る
と
、
防
空
頭
巾

を
持
ち
歩
き
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
夏
服
を
白
か
ら
国
防
色
に
染

め
る
生
徒
も
あ
ら
わ
れ
た
。

　

全
国
の
高
等
女
学
校
で
文
部
省
標
準
服
を
取
り
入
れ
た
時

期
は
異
な
り
、
戦
況
悪
化
に
と
も
な
っ
て
標
準
服
や
モ
ン
ペ

が
増
え
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
は
複
数
の
高
等
女
学
校
の

卒
業
写
真
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
文
部
省
標
準
服
が
普
及
し

な
か
っ
た
大
き
な
理
由
は
、
女
子
生
徒
た
ち
が
着
た
が
ら
な

か
っ
た
こ
と
と
、
当
初
か
ら
物
資
不
足
で
供
給
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
由
が
重
な
り
、
太
平
洋
戦

争
が
終
戦
す
る
ま
で
高
等
女
学
校
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
姿
が
消

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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最
後
に
冒
頭
で
提
示
し
た
戦
時
中
を
体
験
し
た
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
セ
ー
ラ
ー
服
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
で

あ
る
が
、
ど
の
生
徒
も
セ
ー
ラ
ー
服
に
憧
れ
て
高
等
女
学
校

に
入
学
し
て
い
た
。
し
か
し
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
る
場
合
は

中
古
品
に
限
ら
れ
、
新
調
す
る
に
は
文
部
省
標
準
服
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
は
本

論
で
実
証
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
戦
争

に
よ
っ
て
着
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
制
服
は
、
セ
ー
ラ
ー
服

で
は
な
く
文
部
省
標
準
服
や
モ
ン
ペ
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦

争
後
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
「
軍
服
」
や
「
戦
時
色
」
と
見
な

し
た
高
等
学
校
も
あ
る
が）

１０１
（

、
そ
う
し
た
見
方
は
誤
っ
た
歴
史

認
識
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
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表　文部省標準服、モンペ、ズボンの採用状況
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註（
１
）『
官
報
』
大
正
九
年
勅
令
第
一
九
九
号
。

（
2
） 

拙
稿
「
大
正
時
代
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
洋
装
化

―
セ
ー
ラ
ー
服
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
の
創
出
過

程
―
」（『
中
央
史
学
』
四
〇
、二
〇
一
七
年
三
月
）、

同
「
明
治
時
代
の
高
等
女
学
校
と
服
装
論
議
―
女
子

生
徒
の
着
袴
―
」（『
大
倉
山
論
集
』
六
四
、二
〇
一
八

年
三
月
）、
同
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
高
等
女
学
校
の
制
服

洋
装
化
」（『
総
合
文
化
研
究
』
二
三
―
三
、二
〇
一
八

年
三
月
）。

（
3
） 

蓮
池
義
治
「
近
代
教
育
史
上
よ
り
み
た
女
学
生
の
服

装
の
変
遷
」
四
（『
神
戸
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

一
九
、一
九
八
六
年
三
月
）。

（
4
） 

嵯
峨
景
子
「
昭
和
十
三
年
の
高
等
女
学
校
制
服
調
査

に
み
る
戦
時
下
と
制
服
」（
大
塚
英
志
編
『
動
員
の
メ

デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
九

月
所
収
）。

（
5
） 

拙
著
『
帝
国
日
本
の
大
礼
服
―
国
家
権
威
の
表
象
―
』

法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
六
年
九
月
、
三
一
七
〜

三
二
一
頁
参
照
。

（
６
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
七
月
三
日
付
、朝
刊
。

（
７
） 『
板
野
高
校
七
十
年
史
』
徳
島
県
立
板
野
高
等
学
校
、

一
九
七
六
年
、
一
六
九
頁
。
同
校
は
昭
和
二
十
二
年

三
月
に
徳
島
県
立
板
西
高
等
女
学
校
へ
と
改
称
し
て

お
り
、
戦
時
中
は
高
等
女
学
校
で
は
な
か
っ
た
。

（
８
） 『
百
年
史
』
愛
知
県
立
津
島
高
等
学
校
同
窓
会
、

二
〇
〇
〇
年
、
三
五
八
頁
。

（
９
） 『
巴
峡
百
年
』
下
、
広
島
県
立
三
次
高
等
学
校
同
窓
会

『
巴
峡
百
年
』
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年
、
九
六
八
頁
。

（
10
） 『
白
楊
百
年
』
新
潟
県
立
巻
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
六
頁
。

（
11
） 『
創
立
五
十
年
史
』
千
葉
県
立
木
更
津
東
高
等
学
校
、

一
九
六
五
年
、
二
六
七
頁
、
二
七
三
頁
、
二
八
六
頁
、

三
〇
二
頁
。

（
12
） 『
松
高
五
〇
年
の
歩
み
』
広
島
県
立
松
永
高
等
学
校
、

一
九
七
一
年
、
三
〇
頁
。

（
13
） 『
九
十
周
年
記
念
誌
藤
蔭
』
福
岡
県
立
大
牟
田
北
高
等

学
校
、
二
〇
〇
二
年
、
八
〇
頁
。

（
14
） 『
婦
女
新
聞
』一
九
三
八
年
八
月
十
四
日（『
婦
女
新
聞
』

六
二
、不
二
出
版
、一
九
八
四
年
復
刻
版
、一
五
七
頁
）。

（
15
）
同
右
、
一
九
三
八
年
九
月
四
日
（
同
右
、
二
二
八
頁
）。

（
16
） 『
和
泉
高
校
百
年
誌
』
大
阪
府
立
和
泉
高
等
学
校
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
、

一
五
三
頁
。

（
17
） 『
婦
女
新
聞
』一
九
三
八
年
九
月
二
十
五
日（
前
掲『
婦

女
新
聞
』
六
二
、三
〇
一
頁
）。

（
18
） 『
京
都
成
安
女
子
学
園
六
〇
年
史
』
京
都
成
安
女
子
学

園
、
一
九
八
七
年
、
三
一
一
頁
。

（
19
） 
同
右
、
三
一
一
〜
三
一
二
頁
。

（
20
） 『
篠
ノ
井
高
校
七
十
年
史
』
長
野
県
篠
ノ
井
高
等
学
校

同
窓
会
、
一
九
九
六
年
、
一
二
七
頁
。

（
21
） 『
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』
千
葉
県
立
大
多
喜
女
子
高
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等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
二
頁
。

（
22
） 

〜
（
23
）『
魚
高
八
十
年
史
』
富
山
県
立
魚
津
高
等
学

校
、
一
九
七
八
年
、
二
一
一
頁
。

（
24
） 『
長
崎
日
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
三
月
五
日
朝
刊
（
長

崎
県
立
長
崎
図
書
館
所
蔵
）。

（
25
） 『
瓊
浦
学
園
七
十
年
史
』
瓊
浦
高
等
学
校
、
一
九
九
五

年
、
七
七
頁
、
二
三
二
頁
。

（
26
） 『
婦
女
新
聞
』
一
九
四
〇
年
五
月
二
十
六
日
（『
婦
女

新
聞
』
六
五
、
不
二
出
版
、
一
九
八
五
年
復
刻
版
、

六
五
四
頁
）、『
大
宮
高
校
百
年
史
』
宮
崎
県
立
宮
崎

大
宮
高
等
学
校
、
一
九
九
一
年
、
三
七
〇
頁
。

（
27
） 『
婦
女
新
聞
』一
九
三
八
年
三
月
二
十
日（『
婦
女
新
聞
』

六
一
、不
二
出
版
、一
九
八
四
年
復
刻
版
、三
三
九
頁
）。

（
28
） 

前
掲
「
近
代
教
育
史
上
よ
り
み
た
女
学
生
の
服
装
の

変
遷
」
四
。

（
29
） 

国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
「
服
装
に
関
す
る
委
員

会
趣
旨
」、
武
島
一
義
「
服
装
に
関
す
る
委
員
会
開
催

迄
の
経
過
に
就
て
」（『
被
服
』
一
〇
―
一
、一
九
三
九

年
一
月
）。

（
30
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
十
二
月
十
二
日
付
、

朝
刊
。

（
31
） 

同
右
、
一
九
三
八
年
十
月
七
日
付
、
朝
刊
。

（
32
） 

〜
（
33
）
厚
生
省
、国
民
精
神
総
動
員
中
央
連
盟
「
国

民
服
装
に
関
す
る
委
員
会
の
経
過
」（『
被
服
』
一
〇

―
二
、一
九
三
九
年
二
月
）。

（
34
） 『
読
売
新
聞
』
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
一
日
、朝
刊
。

（
35
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
八
年
十
月
五
日
付
、朝
刊
。

（
36
）
同
右
、
一
九
三
八
年
十
一
月
九
日
付
、
朝
刊
。

（
37
）
前
掲
「
国
民
服
装
に
関
す
る
委
員
会
の
経
過
」。

（
38
） 『
婦
女
新
聞
』
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
七
日
（
前
掲

『
婦
女
新
聞
』
六
二
、五
一
三
頁
）。

（
39
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
三
九
年
四
月
二
十
八
日
付
、

朝
刊
。

（
40
）
同
右
、
一
九
四
〇
年
七
月
一
日
付
、
朝
刊
。

（
41
）
同
右
、
一
九
四
〇
年
九
月
十
三
日
付
、
朝
刊
。

（
42
）『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
月
十
一
日
付
、
朝
刊
。

（
43
） 『
文
部
省
例
規
類
纂
』
一
九
四
一
年
、
三
一
〜
三
七
頁

（『
文
部
省
例
規
類
纂
』
七
、
大
空
社
、
一
九
八
七
年

所
収
）。

（
44
）『
読
売
新
聞
』
一
九
八
三
年
三
月
三
日
付
、
朝
刊
。

（
45
）『
大
阪
朝
日
新
聞
』一
九
四
一
年
一
月
十
一
日
付
、朝
刊
。

（
46
） 

成
田
順
「
文
部
省
新
制
定
の
師
範
学
校
及
び
中
等
学

校
女
生
徒
の
制
服
に
つ
い
て
」（
文
部
省
編
『
文
部
時

報
』第
七
四
〇
号
、一
九
四
一
年
一
〇
月〔『
文
部
時
報
』

六
八
、日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、一
九
九
九
八
年
所
収
〕）。

（
47
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
四
〇
年
一
月
二
十
五
日
付
、

朝
刊
。

（
48
） 『
わ
た
し
た
ち
の
昭
和
史
』
ワ
カ
バ
会
、一
九
八
八
年
、

八
六
頁
。

（
49
） 『
移
り
ゆ
く
時
を
過
ご
し
て
』
都
立
第
三
高
女
四
十
六

回
生
都
立
駒
場
高
校
二
回
生
、二
〇
〇
〇
年
、三
一
頁
。

（
50
） 『
百
合
樹
の
蔭
に
過
ぎ
た
日
』
日
本
女
子
大
学
校
附
属
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高
等
女
学
校
四
十
五
回
生
西
組
記
録
の
会
、
一
九
九
七

年
、
二
一
頁
、
四
五
頁
。

（
51
）
同
右
、
六
六
頁
。

（
52
） 『
埼
玉
県
立
松
山
女
子
高
等
学
校
七
十
周
年
記
念

誌
』
埼
玉
県
立
松
山
女
子
高
等
学
校
、
一
九
九
五
年
、

八
三
頁
、
一
二
三
頁
。

（
53
）
同
右
、
一
五
二
頁
。

（
54
）
同
右
、
一
五
六
頁
。

（
55
）『
読
売
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
月
二
九
日
、
朝
刊
。

（
56
） 『
戦
時
生
活
主
要
物
資
配
給
事
情
』
商
業
組
合
中
央
会

東
京
府
支
部
、
一
九
四
一
年
、
七
四
〜
七
五
頁
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
57
）『
読
売
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
月
二
九
日
、
朝
刊
。

（
58
） 『
婦
女
新
聞
』一
九
三
八
年
二
月
二
十
七
日（
前
掲『
婦

女
新
聞
』
六
一
、二
五
〇
頁
）。

（
59
） 

同
右
、
一
九
三
八
年
九
月
二
十
五
日
（
前
掲
『
婦
女

新
聞
』
六
二
、三
〇
一
頁
）。

（
60
） 

同
右
、
一
九
三
九
年
三
月
五
日
（『
婦
女
新
聞
』

六
三
、不
二
出
版
、一
九
八
五
年
復
刻
版
、二
五
七
頁
）。

（
61
） 『
八
十
年
史
』
青
森
県
立
弘
前
中
央
高
等
学
校
創
立

八
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
、

三
三
八
〜
三
四
〇
頁
。

（
62
） 『
沼
女
五
十
年
』
群
馬
県
立
沼
田
女
子
高
等
学
校
、

一
九
七
二
年
、
八
四
七
頁
。

（
63
） 『
豊
島
高
等
女
学
校
記
念
誌
』
豊
島
高
等
女
学
校
同
窓

会
、
一
九
八
三
年
、
二
九
八
頁
。

（
64
）『
読
売
新
聞
』
一
九
四
三
年
三
月
三
日
、
朝
刊
。

（
65
） 『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』
千
葉
県
立
佐
倉
東
高
等
学

校
、
一
九
九
八
年
、
二
九
頁
。

（
66
） 『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
真
岡
女
子
高
等
学
校
、

一
九
八
一
年
、
一
七
五
頁
。

（
67
） 『
児
玉
高
校
五
十
周
年
誌
』埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校
、

一
九
七
六
年
、
五
七
頁
。

（
68
） 『
西
条
高
校
七
十
周
年
記
念
誌
』
西
条
高
校
七
十
周
年

記
念
事
業
推
進
委
員
会
、
一
九
六
八
年
、
二
九
六
頁
。

（
69
） 『
百
年
史
』
滋
賀
県
立
膳
所
高
等
学
校
、一
九
九
八
年
、

一
〇
九
頁
。

（
70
） 『
写
真
週
報
』
二
七
八
号
、
一
九
四
三
年
六
月

三
〇
日
号
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
、
ヨ
三
一
〇
―

〇
一
一
一
六
）。

（
71
）『
読
売
新
聞
』
一
九
四
一
年
一
一
月
二
〇
日
、
朝
刊
。

（
72
） 『
五
十
年
史
誌
』
北
海
道
富
良
野
高
等
学
校
五
十
周
年

記
念
協
賛
会
、
一
九
七
六
年
、
三
一
頁
。

（
73
） 

村
上
信
彦
『
服
装
の
歴
史
Ⅲ
―
ズ
ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト

―
』
理
論
社
、
一
九
五
六
年
、
二
三
九
〜
二
七
二
頁

参
照
。
昭
和
十
七
年
に
北
海
道
根
室
高
等
女
学
校
で

実
施
し
た
着
物
、
ス
カ
ー
ト
、
ズ
ボ
ン
に
対
す
る
意

識
調
査
が
記
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
の
服
装
観
が

知
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

（
74
） 『
学
習
院
女
子
中
等
科
女
子
高
等
科
一
二
五
年
史
』
学

習
院
女
子
中
等
科
女
子
高
等
科
、
二
〇
一
四
年
改
訂

版
、
五
三
頁
。
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（
75
） 『
標
高
五
十
年
史
』
北
海
道
標
津
高
等
学
校
創
立
五
十

周
年
記
念
協
賛
会
、
一
九
八
三
年
、
三
五
頁
。

（
76
） 『
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
』
千
葉
県
立
茂
原
高
等
学
校

創
立
七
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
六

年
、
五
六
頁
。

（
77
） 『
茨
城
県
立
水
戸
第
三
高
等
学
校
創
立
五
〇
周
年
記
念

誌
』
茨
城
県
立
水
戸
第
三
高
等
学
校
、
一
九
七
六
年
、

二
二
頁
。

（
78
） 『
前
橋
女
子
高
校
六
十
年
史
』
下
、
群
馬
県
立
前
橋
女

子
高
等
学
校
、
一
九
八
〇
年
、
八
三
頁
、
八
五
頁
。

（
79
） 『
有
煒
』
山
形
県
立
酒
田
西
高
等
学
校
、一
九
七
八
年
、

九
〇
頁
。

（
80
） 『
埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』

埼
玉
県
立
児
玉
高
等
学
校
、一
九
九
三
年
、二
二
三
頁
。

（
81
） 『
山
口
県
立
厚
狭
高
等
学
校
百
拾
周
年
記
念
誌
』
山

口
県
立
厚
狭
高
等
学
校
、
一
九
八
三
年
、
一
七
四
〜

一
七
五
頁
。

（
82
） 『
向
日
葵
―
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
―
』
埼
玉
県
立
春

日
部
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
四
年
、
一
三
〇
頁
。

（
83
） 『
創
立
七
十
五
周
年
記
念
愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学
校

沿
革
史
』愛
媛
県
立
今
治
北
高
等
学
校
、一
九
七
三
年
、

一
八
〇
〜
一
八
一
頁
。

（
84
） 『
読
売
新
聞
』
一
九
四
四
年
二
月
九
日
、
朝
刊
。

（
85
） 『
七
十
年
誌
』
武
高
七
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、

一
九
七
八
年
、
三
八
四
頁
。

（
86
） 『
熊
本
市
立
高
校
史
』
熊
本
市
立
高
等
学
校
、
一
九
六

　
　
　

八
年
、
三
一
五
頁
。

（
87
） 『
臼
杵
高
校
百
年
の
歩
み
』
臼
杵
高
校
百
年
の
歩
み
編

集
委
員
会
、
一
九
九
八
年
、
一
四
八
頁
、
一
九
六
頁
。

（
88
） 

前
掲
『
百
合
樹
の
蔭
に
過
ぎ
た
日
』一
五
二
〜
一
五
三

頁
。

（
89
） 『
卒
業
記
念
第
二
十
四
回
』
東
京
市
立
目
黒
高
等
女
学

校
（
個
人
蔵
）、『
卒
業
記
念　

昭
和
二
十
三
年
都
立

目
黒
高
等
女
学
校
第
二
十
九
回
卒
業
生
』（
東
京
都
立

目
黒
高
等
学
校
所
蔵
）。

（
90
） 『
八
頭
高
等
学
校
五
十
年
史
』
鳥
取
県
立
八
頭
高
等
学

校
、
一
九
七
五
年
、
口
絵
。

（
91
） 『
隠
岐
高
等
学
校
八
十
年
史
』
島
根
県
立
隠
岐
高
等
学

校
、
一
九
九
四
年
、
口
絵
。

（
92
） 『
創
立
百
年
誌
』
岡
山
県
立
西
大
寺
高
等
学
校
、

二
〇
〇
六
年
、
一
七
〇
頁
。

（
93
） 『
所
沢
高
校
百
周
年
記
念
誌
』
埼
玉
県
立
所
沢
高
等
学

校
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
九
頁
。

（
94
） 『
福
岡
県
立
戸
畑
中
央
高
等
学
校
創
立
六
十
周
年
記

念
誌
』
福
岡
県
立
戸
畑
中
央
高
等
学
校
同
窓
会
、

一
九
八
七
年
、
二
七
頁
。

（
95
） 『
新
潟
県
立
佐
渡
女
子
高
等
学
校
九
十
年
の
歩
み
』
新

潟
県
立
佐
渡
女
子
高
等
学
校
、
二
〇
〇
四
年
、
口
絵
。

（
96
） 『
口
加
百
年
史
』
長
崎
県
立
口
加
高
等
学
校
、

二
〇
〇
二
年
、
二
八
頁
。

（
97
） 

西
中
十
九
回
西
女
二
十
八
回
西
高
一
回
生
同
期
会

（
幸
喜
会
）
編
『
私
達
の
戦
中
・
戦
後
』
私
家
版
、
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二
〇
〇
一
年
、
一
二
頁
、
一
五
〜
一
六
頁
。

（
98
）『
最
後
の
女
学
生
―
わ
た
し
た
ち
の
昭
和
―
』
豊
橋
市

立
高
等
女
学
校
四
五
回
生
、
一
九
九
四
年
、
口
絵
。

（
99
）『
沼
津
学
園
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』
沼
津
学
園
、

一
九
八
一
年
、
一
七
頁
。

（
100
）『
六
十
周
年
記
念
誌
』
山
形
県
立
谷
地
高
等
学
校
、

一
九
八
一
年
、
七
九
頁
。

（
101
）「
元
来
日
本
の
学
生
服
は
男
子
は
陸
軍
、
女
子
は
海

軍
の
服
装
を
ま
ね
た
も
の
で
、
詰
襟
の
学
生
服
も

セ
ー
ラ
ー
服
も
敗
戦
直
後
に
お
い
て
は
好
感
の
も
て

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」（『
三
田
高
校
四
〇
年
の
歩

み
』
東
京
都
立
三
田
高
等
学
校
創
立
四
〇
周
年
記
念

事
業
委
員
会
、
一
九
六
三
年
、
七
四
頁
）、「（
昭
和
）

三
十
二
年
四
月
入
学
者
よ
り
、
女
子
の
セ
ー
ラ
ー
服

が
廃
止
さ
れ
た
。
理
由
は
、
従
来
の
セ
ー
ラ
ー
服

は
「
中
学
生
じ
み
て
い
る
」、「
戦
時
色
が
残
っ
て
い

る
」
と
い
う
も
の
」（『
丹
生
高
校
五
十
年
史
』
福
井

県
立
丹
生
高
等
学
校
五
十
周
年
記
念
行
事
委
員
会
、

一
九
七
六
年
、
二
〇
九
頁
）。

A
bstract

T
he standard clothing of the M

inistry of 
E

ducation w
as established in 1941, but did it 

spread to fem
ale schools nationw

ide? D
id sailor 

uniform
s, popular in the prew

ar period, disappear 
from

 schools? W
e exam

ine the actual situation of  

fem
ale school uniform

s during the Japan-China 
W

ar and the Pacifi c W
ar.
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